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新規および変更済みの情報

ここでは、リリース別に、このマニュアル内の新しい情報または変更された情報を示します。

特定のリリースの新機能またはコマンド変更の追加情報については、次を参照してください。

• Release Notes 

• Command Reference

表 1   新規および変更済みのクイック スタート情報

機能 説明

本リリースで

の変更 マニュアル内の場所

GUI セットアップの手順 GUI アプリケーションの拡張機能は次のと

おりです。

• ホスト、ポート グループ、および PNIC 
の移行。

• ポート プロファイルの作成。

• VSM の独自の VEM への移行。

• DVS へのホストの追加。

4.0(4)SV1(3) 「GUI を使用したソフトウェアの

設定」

GUI セットアップの手順 Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのセット

アップ用に新しい GUI アプリケーションが

追加されました。

4.0(4)SV1(2) 「GUI を使用したソフトウェアの

設定」

CLI セットアップの手順 CLI を使用した Cisco Nexus 1000V のセッ

トアップ手順は、『Cisco Nexus 1000V 
Software Installation Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』から本マニュアルに移行しま

した。

4.0(4)SV1(2) 「CLI を使用したソフトウェアの設

定」

設定の制限 Cisco Nexus 1000V 設定の制限を一覧に示し

ます。

4.0(4)SV1(2) 第 8 章「設定の制限」

VSM Vmotion のサポート VSM VM の Vmotion 向けのサポートが追加

されました。

4.0(4)SV1(2) 「実装の考慮事項」
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はじめに

本書『Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)』は、データセンターで 
Cisco Nexus 1000V を設定および使用するにあたって、知っておく必要のあるシステム関連情報を提供

するものです。

ここでは、次の内容について説明します。

• 「対象読者」（P.v）

• 「推奨される資料」（P.v）

• 「マニュアルの構成」（P.vi）

• 「表記法」（P.vi）

• 「関連資料」（P.vii）

• 「マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート」（P.viii）

対象読者 
本書は、次の経験および知識を持つネットワーク管理者とサーバ管理者を対象としています。

• 仮想化の概要 

• VMware ツールを使用した仮想マシンの作成、および vSwitch の設定

（注） VMware vNetwork Distributed Switch の知識は必要ありません。

推奨される資料
Cisco Nexus 1000V の設定を行う前に、次のマニュアルを参照して十分に理解しておくことを推奨しま

す。

• 『Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)』（本書）

• 『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

• 『Cisco Nexus 1000V Software Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

• 『Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Module Software Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』
（サーバ管理者）

• ホワイトペーパー『Cisco VN-Link: Virtualization-Aware Networking』
v
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はじめに
マニュアルの構成
このマニュアルの構成は、次のとおりです。

表記法
コマンドの説明では、次の表記法を使用しています。

出力例では、次の表記法を使用しています。

章およびタイトル 説明

第 1 章「概要」 Cisco Nexus 1000V 製品および機能の概要を説明します。

第 2 章「ソフトウェアのセットアップ」 Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのインストール後の設定

方法について説明します。

第 3 章「GUI を使用したソフトウェア

の設定」

コンフィギュレーション ファイルをセットアップする GUI 
アプリケーションの使用方法について説明します。

第 4 章「CLI を使用したソフトウェア

の設定」

コンフィギュレーション ファイルをセットアップする CLI 
の使用方法について説明します。

第 5 章「VSM および VEM の同じホス

ト上での実行」

Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのインストール後に同じ

ホスト上で VEM を設定する方法について説明します。

第 6 章「CLI の概要」 コマンド モード、プロンプト、キーストローク ショート

カット、変数、スクリプトなどを含む CLI の使用方法につ

いて説明します。

第 7 章「ターミナルの設定」 Cisco Nexus 1000V と通信するために使用するターミナル

の設定方法について説明します。

第 9 章「用語リスト」 Cisco Nexus 1000V の実装に関する用語の一覧と定義です。

第 8 章「設定の制限」 Cisco Nexus 1000V 設定の制限を一覧に示します。

太字 コマンドおよびキーワードは太字で示しています。

イタリック体 ユーザが値を指定する引数は、イタリック体で示しています。

{ } 波カッコの中の要素は、必須の選択要素です。

[   ] 角カッコの中の要素は、省略可能です。

x | y | z いずれか 1 つを選択する要素は、縦線で区切って示されます。

string 引用符を付けない一組の文字。string の前後には引用符を使用しません。引用

符を使用すると、その引用符も含めて string とみなされます。

screen フォント デバイスが表示するターミナル セッションおよび情報は、screen フォントで

示しています。

太字の screen フォン

ト
ユーザが入力しなければならない情報は、太字の screen フォントで示してい

ます。

イタリック体の 
screen フォント

ユーザが値を指定する引数は、イタリック体の screen フォントで示していま

す。

<   > パスワードのように出力されない文字は、山カッコ（< >）で囲んで示してい

ます。
vi
Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

OL-21653-01-J



 

はじめに
このマニュアルでは、注釈および注意に次の表記法を使用しています。

（注） 「注釈」です。役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。

注意 「要注意」の意味です。機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述されています。

関連資料
次に示す Cisco Nexus 1000 の関連資料は、Cisco.com から入手できます。

一般情報

『Cisco Nexus 1000V Release Notes, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Compatibility Information, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1010 Management Software Release Notes, Release 4.0(4)SP1(1)』

インストール & アップグレード

『Cisco Nexus 1000V Software Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Software Upgrade Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Module Software Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1010 Virtual Services Appliance Installation Guide』

コンフィギュレーション

『Cisco Nexus 1000V License Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3) 

『Cisco Nexus 1000V High Availability and Redundancy Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Interface Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V  Layer 2 Switching Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Quality of Service Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Security Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V System Management Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1010 Software Configuration Guide, Release 4.0(4)SP1(1)』

[   ] システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで示して

います。

! 、（読点）# コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コメント

行であることを示します。
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はじめに
プログラミング

『Cisco Nexus 1000V XML API User Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

リファレンス

『Cisco Nexus 1000V Command Reference, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V MIB Quick Reference』

『Cisco Nexus 1010 Command Reference, Release 4.0(4)SP1(1)』

トラブルシューティング & アラート

『Cisco Nexus 1000V Troubleshooting Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

『Cisco Nexus 1000V Password Recovery Guide』

『Cisco NX-OS System Messages Reference』

ネットワーク解析モジュールのマニュアル

『Cisco Network Analysis Module Software Documentation Guide, 4.2』

『Cisco Nexus 1010 Network Analysis Module Installation and Configuration Note, 4.2』

『Cisco Network Analysis Module Command Reference Guide, 4.2』

『Cisco Network Analysis Module Virtual Blades User Guide, 4.2』

『Cisco Network Analysis Module Software Release Notes, 4.2』

マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、次の URL で、毎月更新

される『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂

版の技術マニュアルの一覧も示されています。

http://www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

『What's New in Cisco Product Documentation』は RSS フィードとして購読できます。また、リーダー ア
プリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定することもできます。

RSS フィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSS バージョン 2.0 をサポートしています。
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C H A P T E R 1

概要

この章では、Cisco Nexus 1000V 製品の概要を説明します。内容は次のとおりです。

• 「仮想化の概要」（P.1-1）

• 「Cisco Nexus 1000V の概要」（P.1-2）

仮想化の概要
仮想化を行うと、1 台の物理マシン上に複数の仮想マシンを作成し、並行して個々に実行することがで

きます。

仮想マシンごとに独自の仮想ハードウェア セット（RAM、CPU、NIC）があり、オペレーティング シ
ステムおよびアプリケーションがロードされます。オペレーティング システムは、実際の物理ハード

ウェア コンポーネントにとらわれず、この仮想ハードウェア セットを一貫した標準のハードウェア 
セットとして認識します。

仮想マシンはファイルにカプセル化されているため、保存、コピー、プロビジョニングをすばやく実行

できます。完全なシステム（すべて設定されたアプリケーション、オペレーティング システム、

BIOS、および仮想ハードウェア）も物理サーバ間で数秒以内に移動できるため、メンテナンスにダウ

ンタイムを生じさせることなく、ワークロードをシームレスに統合できます。

図 1-1 同じ物理マシン上で並行して個々に実行している 2 つの仮想マシン 
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Cisco Nexus 1000V の概要
Cisco Nexus 1000V の概要
ここでは、次の内容について説明します。

• 「システムの説明」（P.1-2）

• 「管理者のロール」（P.1-4）

• 「Cisco Nexus 1000V と物理スイッチの比較」（P.1-5）

• 「実装の考慮事項」（P.1-5）

• 「CLI での Cisco Nexus 1000V の設定」（P.1-6）

システムの説明

Cisco Nexus 1000V は、VMware vSphere 4.0 と連動する仮想アクセス ソフトウェア スイッチであり、

次のコンポーネントで構成されます。

• Virtual Supervisor Module（VSM）：スイッチのコントロール プレーンで、NX-OS を実行する仮

想マシン。

• Virtual Ethernet Module（VEM）：各 VMware vSphere（ESX）ホストに埋め込まれた仮想ライン 
カード。VEM の一部はハイパーバイザのカーネルに含まれ、一部は VEM Agent と呼ばれるユー

ザ ワールド プロセスに含まれます。

図 1-2 は、Cisco Nexus 1000V のコンポーネント間の関係を示します。

図 1-2 Cisco Nexus 1000V 分散仮想スイッチ 

VSM は外部ネットワーク ファブリックを使用して VEM と通信します。VEM サーバ上の物理 NIC は
外部ファブリックへのアップリンクです。VEM は、VM vNIC に接続されたローカル仮想イーサネッ

ト ポート間でトラフィックを切り替えますが、他の VEM へのトラフィックの切り替えは行いません。

代わりに、ソース VEM は外部ファブリックへのアップリンクにパケットを切り替えてから、ターゲッ

ト VEM に配信します。VSM はコントロール プレーンを実行して各 VEM の状態を設定しますが、実

際にパケットを転送しません。
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Cisco Nexus 1000V の概要
1 つの VSM で最大 64 個の VEM をコントロールできます。ハイ アベイラビリティを実現するために、

アクティブスタンバイ設定に 2 つの VSM をインストールすることを推奨します。64 個 の VEM と冗

長スーパーバイザにより、Cisco Nexus 1000V は 66 個のスロットがあるモジュラ スイッチとみなされ

ます。

VSM と VEM は同じレイヤ 2 ネットワーク内になければなりません。VMware vCenter Server は、レ

イヤ 3 ルータにより、VSM と VEM から切り離すことができます。

デュアル冗長 VSM と管理 VEM を含む 1 つの Cisco Nexus 1000V インスタンスからスイッチ ドメイ

ンが形成されます。VMware vCenter Server 内の各 Cisco Nexus 1000V ドメインは、ドメイン ID と呼

ばれる一意の整数で識別する必要があります。

管理 VLAN、コントロール VLAN、パケット VLAN
管理 VLAN はシステム ログインおよび設定のために使用します。また、mgmt0 インターフェイスに対

応しています。この管理インターフェイスは、Cisco スイッチ上の mgmt0 ポートとして表示され、IP 
アドレスが割り当てられます。管理インターフェイスは VSM と VEM 間のデータ交換には使用しませ

んが、VSM と VMware vCenter Server との間の接続を確立および管理するために使用します。

管理インターフェイスは常に VSM 上の 2 番目のインターフェイスであり、仮想マシン ネットワーク 
プロパティの Network Adapter 2 としてラベルが付けられます。

コントロール VLAN とパケット VLAN は、スイッチ ドメイン内の VSM と VEM 間通信に使用しま

す。これらの VLAN は次のように使用されます。

• パケット VLAN は、CDP、LACP、IGMP などのプロトコルで使用されます。

• コントロール VLAN は次のために使用されます。

– 各 VEM に対する VSM コンフィギュレーション コマンドおよびその応答。

– VSM への VEM 通知。たとえば、VEM は DVS へのポートの接続や切断を VSM に通知します。

– VEM NetFlow は VSM に送信された後で、NetFlow Collector に転送されます。

コントロール、パケット、管理には同じ VLAN を使用し、この VLAN 上にデータ トラフィックは流

さないことを推奨します。柔軟性を高めるため、個別の VLAN を設定できます。

ポート プロファイル

ポート プロファイルはインターフェイス コンフィギュレーション コマンド セットで、物理（アップリ

ンク）インターフェイスまたは仮想インターフェイスに動的に適用できます。ポート プロファイルで

は、次のような属性セットを定義できます。

• VLAN

• ポート チャネル

• Private VLAN（PVLAN; プライベート VLAN）

• ACL

• ポート セキュリティ

• NetFlow

• レート制限

• QoS マーキング
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Cisco Nexus 1000V の概要
ネットワーク管理者は VSM のポート プロファイルを定義します。VSM は、vCenter Server への接続

時に分散仮想スイッチ（DVS）を作成し、各ポート プロファイルはポート グループとして DVS 上に

公開されます。この後でサーバ管理者は、これらのポート グループを特定のアップリンク、VM 
vNIC、管理ポート（仮想スイッチ インターフェイスや VM カーネル NIC など）に適用することがで

きます。

VSM ポート プロファイルの変更は、ポート プロファイルに関連付けられているすべてのポートに伝え

られます。ネットワーク管理者は Cisco NX-OS CLI を使用して、特定のインターフェイス設定に適用

されているポート プロファイルから、そのインターフェイス設定を変更します。たとえば、特定の

アップリンクをシャットダウンしたり、特定の仮想ポートに ERSPAN を適用したりできます。このと

き、同じポート プロファイルを使用しないので、他のインターフェイスに影響しません。

ポート プロファイルの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

システム ポート プロファイルとシステム VLAN
サーバ管理者がまず DVS にホストを追加したら、そのホスト内の VEM で VSM に通信できる必要が

あります。これに使用されるポートと VLAN はまだ設定されていないため、VSM は、システム ポー

ト プロファイルとシステム VLAN を含む最小限の設定を vCenter Server に送信します。この vCenter 
Server が設定を VEM に伝播します。

システム ポート プロファイルは、VEM が VSM と通信する前に設定されている必要がある、これらの

ポートと VLAN の確立および保護が目的です。

この理由から、次のポートでシステム VLAN を使用する必要があります。

• VSM と通信するアップリンク内のコントロール VLAN とパケット VLAN。

• VMWare vCenter Server 接続、SSH、または Telnet 接続に使用されるアップリンクおよび 
VMware カーネル NIC 内の管理 VLAN。

• アップリンクおよび VMware カーネル NIC（iSCSI またはネットワーク ファイル システムのために

使用される）内の VM ファイル システム アクセスのために VSM で使用されるストレージ VLAN。

（注） システム VLAN は控えめに使用し、ここに記述された使用法でのみ使用する必要があります。

システム ポート プロファイルを 1 つ以上のポートに適用したあとは、システム VLAN を追加できます

が、システム VLAN を削除できるのは、ポート プロファイルをサービスから削除したあとでだけで

す。これは、ホストのための管理 VLAN や VSM のためのストレージ VLAN などの重要な VLAN が
誤って削除されることを防ぐためです。

（注） 1 つの VLAN を 1 つのポート上のシステム VLAN にできますが、同じ ESX ホスト上の別のポート上

に通常の VLAN があります。

システム VLAN を削除するには、『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

管理者のロール

Nexus 1000V では、ネットワーク管理者とサーバ管理者が共同でスイッチを管理できます。ネットワー

ク管理者は VSM を担当します。これには、VSM の作成、設定、メンテナンスが含まれます。サーバ管

理者はホストおよび VM を担当します。これには、特定のポート グループに対する特定の VM ポートお
1-4
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よびホスト アップリンクの接続も含まれます。ただし、ポート グループはネットワーク管理者によって 
vCenter Server に公開されます。VEM はネットワーク管理者の担当範囲に含まれますが、サーバ管理者

も VEM のインストール、アップグレード、削除などに関して発言する権利があります。

次の表に、管理者のロールの説明を示します。

Cisco Nexus 1000V と物理スイッチの比較

次に、Cisco Nexus 1000V と物理スイッチの相違点を示します。

• ネットワーク管理者とサーバ管理者による共同管理 

• 外部ファブリック

スーパーバイザと物理スイッチのライン カードは、共有の内部ファブリックを介して通信します。

これに対して、Cisco Nexus 1000V は外部ファブリックを使用します。

• スイッチ バックプレーンがない

物理スイッチのライン カードは、スイッチのバックプレーン上で互いにトラフィックを転送でき

ます。Nexus 1000V にはこのようなバックプレーンがないため、VEM は別の VEM にパケットを

直接転送できません。代わりに、アップリンクを介してパケットを外部ファブリックに転送してか

ら、外部ファブリックで宛先を切り替えます。

• スパニング ツリー プロトコルがない

Nexus 1000V では STP を実行しません。これは、アップリンク帯域幅がすべて使用されないよう

に、アップストリーム スイッチへのアップリンク 1 つを除き、すべてのアップリンクが無効にさ

れるためです。代わりに、各 VEM はネットワーク トポロジ内でループしないように設計されてい

ます。

• アップリンク専用のポート チャネル

ホストのアップリンクを 1 つのポート チャネルにまとめて、ロード バランシングおよびハイ アベ

イラビリティを実現します。仮想ポートを 1 つのポート チャネルにまとめることはできません。

また、その必要もありません。

実装の考慮事項

Cisco Nexus 1000V を実装するときの考慮事項を次に示します。

• VSM の VMotion は、アクティブ VSM VM とスタンバイ VSM VM の両方に対してサポートされ

ます。ハイ アベイラビリティのためには、アクティブ VSM とスタンバイ VSM を個別のホスト上

に配置することを推奨します。これを実現し、アクティブ VSM とスタンバイ VSM の両方が失わ

れる結果になるホスト障害を防止するには、Distributed Resource Scheduling（DRS）をアクティ

ブ VSM とスタンバイ VSM の両方に対してディセーブルにすることを推奨します。

表 1-1 管理者のロール

ネットワーク管理者 サーバ管理者

• vSwitch の作成、設定、管理

• 次を含む、ポート プロファイルの作成、設

定、管理

– セキュリティ

– ポート チャネル

– QOS ポリシー

• ポート グループへの次のことの割り当て

– VNIC

– vmkernel インターフェイス

– サービス コンソール インターフェイス

• 各ホスト上の vSwitch への物理 NIC（PNIC 
ともいう）の割り当て
1-5
Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

OL-21653-01-J



 

第 1 章      概要

Cisco Nexus 1000V の概要
DRS をディセーブルにしない場合、VMware のアンチアフィニティ ルールを使用して 2 つの仮想

マシンが同じホスト上に配置されないようにし、ホスト障害が発生してもアクティブ VSM とスタ

ンバイ VSM の両方が失われないようにする必要があります。

• VMware の耐障害性は VSM VM でサポートされません。Cisco Nexus 1000V に接続される他の 
VM ではサポートされます。

• VSM VM のスナップショットには、スナップショットを撮った後で加えられた設定変更は含まれ

ません。このため、VSM VM をスナップショットから復元した場合は、手動での作業が必要にな

ることがあります。

• サーバ管理者は、ポート チャネルを使用せずに、1 つの VLAN に複数のアップリンクを割り当て

ることはできません。同じホスト上での複数のアップリンクの割り当ては、次の場合にサポートさ

れません。

– ポート チャネルがないプロファイル

– 1 つ以上の VLAN を共有するポート プロファイル

ソフトウェアの互換性 
Cisco Nexus 1000V VSM は、次の VMware 環境において、仮想マシンとして実装することができます。

• VMware ESX/i 3.5U2 以上 

• ESX/i 4.0 （Enterprise Plus エディションの vSphere 4 が必要）

詳細については、『Cisco Nexus 1000V Compatibility Information, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してく

ださい。

CLI での Cisco Nexus 1000V の設定

Cisco Nexus 1000V は、次のいずれかで Command Line Interface（CLI; コマンドライン インターフェ

イス）を使用して設定できます。

• SSH セッション（SSH では安全な接続が提供されます） 

• Telnet セッション

• VSM を実行する VM のサービス コンソール

CLI の詳細については、「CLI の概要」（P.6-1）を参照してください。
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C H A P T E R 2

ソフトウェアのセットアップ

この章では、Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのインストール後に、GUI アプリケーションまたは 
CLI のいずれかを使用して設定する方法を説明します。

（注） Cisco Nexus 1000V ソフトウェアを ESX または ESXi 4.0 VMware サーバにインストールする方法に

ついては、『Cisco Nexus 1000V Software Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してくださ

い。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「前提条件」（P.2-3）

• 「ソフトウェアの設定プロセス」（P.2-6）

• 「設定の確認」（P.2-9）

• 「VM の起動」（P.2-10）

• 「実装のガイドライン」（P.2-11）

ソフトウェアの設定に関する情報
コンフィギュレーションの設定プロセスを実行することで、Cisco Nexus 1000V の初期設定が行えます。

コンフィギュレーション ファイルの設定

CLI と GUI のどちらを使用する場合でも、初期コンフィギュレーション ファイルを作成するためのプ

ロンプトが表示されます。このファイルには次の最小限の設定が含まれます。

• 管理ユーザおよびパスワード

• ドメイン ID

• HA ロール

• スイッチ名

• 管理 0 インターフェイス IP アドレスとネットマスク

• Telnet および SSH 

• VEM 機能レベル

• システム ログインおよび設定と、コントロールおよびパケット トラフィックのための VLAN
2-1
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注意事項および制約事項
設定 GUI を使用する場合、初期コンフィギュレーション ファイルに次の設定を含めるためのプロンプ

トもソフトウェアで表示されます。

• 次に対するポート プロファイルを作成します。

– コントロール、管理、およびパケットの各ポート グループ

– アップリンク

– VMware カーネル NIC

• 次を移行します。

– VMware ポート グループまたはカーネル NIC を適切なポート プロファイルへ

– PNIC を VMware vSwitch から DVS 上の適切なアップリンクへ

• Cisco Nexus 1000V プラグインを vCenter Server 上に作成して登録します。

• Cisco Nexus 1000V DVS にホストを追加します。

注意事項および制約事項
Cisco Nexus 1000V の設定に適用される注意事項および制約事項は次のとおりです。

• 冗長 VSM をインストールすることを強く推奨します。冗長 VSM の設定の詳細については、

『Cisco Nexus 1000V High Availability and Redundancy Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』
を参照してください。

注意 VSM と VEM の間のブロードキャスト パケットの中断は、コントロールおよびパケット トラ

フィックを伝送するポート上で次の設定が適切でない場合に発生する可能性があります。
storm-control broadcast
storm-control multicast

注意 VSM VM の設定が失敗するのは、NIC が、表 2-1 に示される指定と異なる場合です。

表 2-1 NIC の設定要件

NIC トラフィック 説明

例に使用される VLAN の
番号付け1

1. 「図 2-1Cisco Nexus 1000V の設定の例」（P.2-5）を参照してください。

1 番目 コントロール e1000 260

2 番目 管理 e1000
スイッチ上の mgmt0 インターフェ

イスに対応する管理 VLAN。

260

3 番目（最後） パケット e1000 260
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前提条件
前提条件
Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのセットアップを開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく

必要があります。

• Cisco Nexus 1000V ソフトウェアをすでにインストール済みであり、『Cisco Nexus 1000V Software 
Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を使用して次の事項を設定します。

– 新しい VSM 名がインベントリ フォルダ内で一意であり、長さは最大 80 文字

– インベントリ フォルダ内で VSM のインストール先となるホスト名

– VM ファイルの格納先となるデータストア名

– VM に使用されるネットワーク ポート グループ名

– Cisco Nexus 1000V VSM の IP アドレス

• 「CLI の概要」（P.6-1）を理解します。

• 「用語リスト」（P.9-1）を理解します。

• Cisco Nexus 1000V のセットアップ例を示す「図 2-1Cisco Nexus 1000V の設定の例」（P.2-5）を

理解します。

• 冗長 VSM をインストールする場合は、セカンダリ VSM にソフトウェアをインストールする前に、

次の事項を完了させておく必要があります。

– プライマリ VSM へソフトウェアをインストールする。

– このマニュアルを使用してプライマリ VSM を設定する。

• 冗長性を向上させるには、異なるアップストリーム スイッチに接続している個別ホストに、プラ

イマリおよびセカンダリ VSM 仮想マシンをインストールしてください。他の推奨事項について

は、「実装のガイドライン」（P.2-11）を参照してください。

• 表 2-2 に示されたロールで、この VSM に対応する HA ロールを事前に認識しておきます。

HA ロールの詳細については、『Cisco Nexus 1000V High Availability and Redundancy 
Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

• Cisco Nexus 1000V ソフトウェアをセットアップする場合、管理者用パスワードを作成する必要が

あります。表 2-3 に、パスワード強化のためのガイドラインを示します。

表 2-2 VSM HA ロール

ロール

単一スーパーバイザ 
システム

デュアル スーパーバ

イザ システム

スタンドアロン X

プライマリ X1

1. デュアル スーパーバイザ ペアの最初の VSM である場合、プライマリとして
インストールします。

セカンダリ X2

2. デュアル スーパーバイザ ペアの 2 番目の VSM である場合、セカンダリとし
てインストールします。
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前提条件
• Cisco Nexus 1000V VSM ドメイン内のすべての ESX ホストは、相互にレイヤ 2 の接続性を持つ必

要があります。

• スイッチのセットを使用する場合、スイッチ間トランク リンクが、コントロールおよびパケット 
VLAN を含む、すべての関連 VLAN を伝送することを確認してください。アップリンクは、ESX 
ホスト上に設定されるすべての VLAN を伝送するトランク ポートである必要があります。

• Cisco Nexus 1000V 上の制御トラフィックは、ストーム制御またはストーム抑制をアップストリー

ム スイッチ上で設定している場合に影響を受ける可能性があります。トラフィック ストーム制御

によって、Cisco Nexus 1000V が通信のために依存するブロードキャスト パケットがドロップす

る可能性があるため、アップストリーム スイッチ上でのストーム制御設定に注意してください。

• VSM VM を稼動するホスト上で、VMware スイッチと VMNIC によってコントロールおよびパ

ケット VLAN が設定されます。

• VSM と VEM を同じ ESX ホスト上で実行することを計画している場合、「VSM および VEM の同

じホスト上での実行」（P.5-1）を参照してください。

• VSM VM 用の ESX ホスト上で、次の 3 つの VMware vSwitch ポート グループが作成されている

ことを確認してください。

– コントロール VLAN

– パケット VLAN

– 管理 VLAN 

これらのグループは、物理 LAN 内の対応する VLAN に必ず関連付けてください。

表 2-3 パスワード強化ためのガイドライン

強固なパスワード構成： 脆弱なパスワード構成：

• 最低でも 8 文字 

• 大文字

• 小文字

• 数値

• 特殊文字

（注） 平文のパスワードには、特殊文字のドル記

号（$）を含めることはできません。

• 「abcd」のような連続する文字

• 「aaabbb」のような文字の繰り返し

• 辞書に記載されている用語

• 固有名詞
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前提条件
図 2-1 Cisco Nexus 1000V の設定の例 
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ソフトウェアの設定プロセス
ソフトウェアの設定プロセス
次に、手順を追って設定プロセスを示します。各手順の完了後に、この項に戻り、必要な手順がすべて

正しい順に完了したことを確認してください。

ステップ 1 次のいずれかの手順を実行します。

• GUI アプリケーションを使用してソフトウェアをセットアップする場合は、「GUI ソフトウェアの

設定プロセス」（P.3-1）を参照してください。

• CLI を使用してソフトウェアをセットアップする場合は、「CLI ソフトウェアの設定プロセス」

（P.4-1）を参照してください。

ステップ 2 設定を確認します。「設定の確認」（P.2-9）の手順を参照してください。

ステップ 3 VM を起動します。「VM の起動」（P.2-10）の手順を参照してください。

ステップ 4 次のいずれかの手順を実行します。

• VSM および VEM が予想どおり機能している場合は、次の手順に進みます。

• 機能しない場合は、『Cisco Nexus 1000V Troubleshooting Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照し

てください。

ステップ 5 実装を続けます。「実装のガイドライン」（P.2-11）を参照してください。

ステップ 6 Cisco Nexus 1000V ソフトウェアの設定プロセスが完了しました。

VLAN の作成
この手順に従って、1 つの VLAN または VLAN 範囲を作成し、次のポート プロファイルに使用できま

す。

• VSM と VM 間の通信用のシステム ポート プロファイル

• VM トラフィック用のアップリンク ポート プロファイル

• VM トラフィック用のデータ ポート プロファイル

ポート プロファイルは、CLI または GUI を使用してソフトウェアをセットアップする際に作成されます。

始める前に 

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

（注） スイッチポートとして設定されたすべてのインターフェイスおよびポートは、デフォルトで 
VLAN 1 にあります。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• Cisco Nexus 1000V での VLAN の使用方法についての図は、「Cisco Nexus 1000V の設定の例」

（P.2-5）を参照してください。

• IEEE 802.1Q 標準に準拠するため、Cisco Nexus 1000V でサポートされる最大 4094 台の VLAN
（1 ～ 4094 の範囲で番号付け）は、次の表に整理されています。
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VLAN の作成
• コントロール、パケット、管理には同じ VLAN を使用し、この VLAN 上にデータ トラフィック

は流さないことを推奨します。柔軟性を高めるため、個別の VLAN を使用できます。

• コントロールおよびパケットのポート グループに使用する VLAN 範囲を、アップストリーム ス
イッチ上に許可する必要があります。

• 新規作成された VLAN は、レイヤ 2 ポートが割り当てられるまで未使用のままになります。

• 次の事項の詳細については、『Cisco Nexus 1000V Interface Configuration Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

– レイヤ 2 インターフェイスの VLAN への割り当て（アクセス ポートまたはトランク ポート）

– ポートを VLAN アクセス ポートまたはトランク ポートとする設定と、VLAN への割り当て

• VLAN の設定の詳細については、『Cisco Nexus 1000V  Layer 2 Switching Configuration Guide, 
Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順の要約

1. config t

2. vlan {vlan-id | vlan-range} 

3. show vlan id <vlan-id>

4. copy running-config startup-config

VLAN 番号 範囲 使用法

1 通常 Cisco Nexus 1000V のデフォルト。この VLAN を使用できますが、

修正または削除できません。

2 ～ 1005 通常 これらの VLAN を作成、使用、修正、および削除できます。

1006 ～ 4094 拡張 これらの VLAN を作成、命名、および使用できます。次のパラ

メータを変更できません。

• ステートは常にアクティブです。

• VLAN は常にイネーブルになります。これらの VLAN は
シャットダウンできません。

（注） 拡張システム ID は、常に自動的にイネーブルになります。

3968 ～ 4047 
および 4094

内部で割り

当て済み

これらの VLAN を使用、作成、削除または修正できません。こ

れらの VLAN を表示できます。

Cisco Nexus 1000V では、これらの 80 台の VLAN と VLAN 
4094 を、稼動用に内部 VLAN を使用する診断などの機能に割り

当てます。
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VLAN の作成
手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例:
n1000v# config t
n1000v(config)#

グローバル コンフィギュレーション モードを開始し

ます。

ステップ 2 vlan {vlan-id | vlan-range} 1 つの VLAN、VLAN の範囲、または複数の VLAN を
作成し、実行コンフィギュレーションに保存します。

（注） すでに割り当て済みの VLAN ID を入力する

と、その VLAN に対応した VLAN コンフィ

ギュレーション モードになります。

（注） 内部に割り当て済みの VLAN に VLAN ID を
入力すると、エラー メッセージが返されます。

（注） VLAN コンフィギュレーション モードでは、

VLAN の作成および削除が可能です。

VLAN をより詳細に設定するには、『Cisco Nexus 
1000V  Layer 2 Switching Configuration Guide, 
Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

例:
n1000v(config)# vlan 5
n1000v(config-vlan)#

この例では、VLAN 5 が作成されています。

VLAN をアクティブにすると、VLAN 5 の設定のた

め自動的にサブモードになります。

例:
n1000v# config t 
n1000v(config)# vlan 15-20
n1000v(config-vlan)#

この例では、15 ～ 20 までの VLAN 範囲が作成され

ています。

範囲内の VLAN がアクティブになると、VLAN 15 ～ 
20 を設定するために、自動的にサブモードになります。

（注） 作成した VLAN 範囲に使用不可能な VLAN 
が含まれている場合は、範囲内のすべての 
VLAN が作成されますが、使用不可能な 
VLAN は除外されます。Cisco Nexus 1000V 
は、障害が発生した VLAN をリストしたメッ

セージを返します。

ステップ 3 show vlan id 5

例:
n1000v(config)# show vlan id 5

（任意）確認のため、VLAN の設定を表示します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config)# copy running-config 
startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスタートアッ

プ コンフィギュレーションにコピーし、リブートや

再起動後も維持されるように永続的に保存します。

この手順が完了しました。次に示される設定プロセスに戻ります。

• 「GUI ソフトウェアの設定プロセス」（P.3-1）

• 「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）
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設定の確認
設定の確認
この手順に従って、インストールされたソフトウェアが予想どおり機能するかどうかを確認できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• ホストが DVS に追加されると、show module コマンド出力にサーバ名が表示されます。これは、

VSM 上に表示されるモジュールで 5 分以内に行われます。サーバ名は、vCenter Server に表示さ

れるホストのオブジェクト名と同じであり、vCenter Server と VSM 間の接続によりフェッチされ

ます。

手順の詳細

ステップ 1 VSM 上で予想どおりに VEM が表示されるかどうかを確認します。

• show module

• show module vem mapping

例:
n1000v# show module
Mod  Ports  Module-Type                      Model              Status
---  -----  -------------------------------- ------------------ ------------
1    0      Virtual Supervisor Module        Nexus1000V         active *
3    248    Virtual Ethernet Module          NA                 ok

Mod  Sw               Hw
---  ---------------  ------
1    4.0(4)SV1(1)     0.0
3    4.0(4)SV1(1)     0.4

Mod  MAC-Address(es)                         Serial-Num
---  --------------------------------------  ----------
1    00-19-07-6c-5a-a8 to 00-19-07-6c-62-a8  NA
3    02-00-0c-00-03-00 to 02-00-0c-00-03-80  NA

Mod  Server-IP        Server-UUID                           Server-Name
---  ---------------  ------------------------------------  --------------------
1    172.28.15.152    NA                                    NA
3    172.28.30.94      89130a67-e66b-3e57-ad25-547750bcfc7e  srvr-94

* this terminal session
n1000v#    

例:
n1000v(config-port-prof)# show module vem mapping 

Mod     Status          UUID
---     -----------     ----
  3      powered-up     8f2aa4d8-1f1a-34d8-90ee-9ca7ace00ad3

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• VSM および VEM がアクティブで適切に設定されている場合は、次の手順に進みます。

• そうでない場合は、『Cisco Nexus 1000V Troubleshooting Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照し

てください。
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VM の起動
ステップ 3 VSM 上で次のコマンドを使用して、インターフェイスが動作状態であり、適切なポート グループに割

り当てられていることを確認します。

• show port-profile usage 

• show interface brief

例: 
n1000v# show port-profile usage

--------------------------------------------------------------------------------
Port Profile               Port        Adapter        Owner
--------------------------------------------------------------------------------
system-uplink              Eth3/2      vmnic1         172.28.30.94
vm-uplink Eth3/3      vmnic2         172.28.30.94
n1000v#

例: 
n1000v# show int brief

--------------------------------------------------------------------------------
Port     VRF          Status IP Address                     Speed    MTU
--------------------------------------------------------------------------------
mgmt0     --           up     172.23.232.141                 1000     1500

--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet      VLAN   Type Mode   Status  Reason                   Speed     Port
Interface                                                                   Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth3/2        1      eth  trunk  up      none                       1000(D) --
Eth3/3        1      eth  access up      none                       1000(D) --
n1000v# 

ステップ 4 この手順が完了しました。

「ソフトウェアの設定プロセス」（P.2-6）に戻ります。

VM の起動
この手順に従って、VM を起動し、ネットワークに接続していることを確認できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• IP アドレスを、VM の接続性の確認に使用する VM と同じサブネットにします。

• VM を作成するために VMware マニュアルを利用できます。

• システムの詳細な説明については、『Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順の詳細

ステップ 1 VM を作成します。

ステップ 2 vSphere Client 上で VM の設定を編集し、VM トラフィックにデータ ポート プロファイルを設定する

際の定義どおり、ネットワーク アダプタをポート プロファイル data262 にします。
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実装のガイドライン
ステップ 3 VM の電源を入れ、通常どおりトラフィックを確認します。

ステップ 4 この手順が完了しました。

「ソフトウェアの設定プロセス」（P.2-6）に戻ります。

実装のガイドライン
このマニュアルのインストール手順が完了したら、Cisco Nexus 1000V を設定するように、次のガイド

ラインを使用します。

• 同一の VLAN を伝送するために 2 つ以上の PNIC が必要な場合は、ポート チャネルに PNIC を設

定する必要があります。ポート チャネルの詳細については、『Cisco Nexus 1000V  Layer 2 
Switching Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

• 同じサーバ上の PNIC が異なるアップストリーム スイッチに接続している場合は、ホスト モード

（vPC-HM）で非同期ポート チャネルを設定する必要があります。詳細については、次のマニュア

ルを参照してください。

– 『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

– 『Cisco Nexus 1000V Interface Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

• VSM を HA モードで実行することを推奨します。HA の設定の詳細については、『Cisco Nexus 
1000V High Availability and Redundancy Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照して

ください。

• 次の VMware vSwitch から Cisco Nexus 1000V へ移行することを推奨します。

– アップリンク

– 仮想スイッチ インターフェイス

– vmkernel NIC（管理ポートを含む） 
– VSM VM 
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実装のガイドライン
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C H A P T E R 3

GUI を使用したソフトウェアの設定 

この章では、GUI アプリケーションを使用して新規 Cisco Nexus 1000V ソフトウェアを設定する方法

について説明します。内容は次のとおりです。

• 「GUI ソフトウェアの設定プロセス」（P.3-1）

• 「注意事項および制約事項」（P.3-2）

• 「GUI を使用した VSM 仮想マシンの設定」（P.3-2）

• 「VSM HA ロールの設定」（P.3-11）

GUI ソフトウェアの設定プロセス
ここでは、このプロセスをガイドします。各手順の完了後に、この項に戻り、必要な手順がすべて正し

い順に完了したことを確認してください。

ステップ 1 「GUI を使用した VSM 仮想マシンの設定」（P.3-2）の手順を使用して、VSM 仮想マシンを設定します。

ステップ 2 Cisco Nexus 1000V ライセンスを追加します。

（注） ソフトウェアでは、16 CPU ソケットに 60 日間のライセンスが提供されます。永久ライセンス

が VSM にインストールされていない場合だけ、これらのライセンスが使用されます。このソ

フトウェアをインストールすると、60 日間の評価期間が開始します。

ライセンスを購入した場合は、『Cisco Nexus 1000V License Configuration Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

ステップ 3 次のいずれかの手順を実行します。

• デュアル VSM を追加する場合、次の手順に進みます。

• この VSM がスタンドアロンの場合、VSM の HA ロールは自動的に設定されます。ステップ 5 に
移動します。

ステップ 4 「VSM HA ロールの設定」（P.3-11）の手順を使用してこの VSM に HA ロールを設定します。

ステップ 5 このプロセスが完了しました。「ソフトウェアの設定プロセス」（P.2-6）に戻り、VSM ソフトウェアの

セットアップを続けます。
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注意事項および制約事項
この設定プロセスには、次の注意事項および制約事項があります。

• この設定には VUM を使用している必要があります。

• 移行プロセスはレイヤ 2 だけをサポートします。

• 通信の中断を防ぐためには、VSM vSwitch が追加されているホスト上にあるすべての VM をオフ

にする必要があります。

• 移行のために GUI を使用するには、VSM vSwitch が追加されているホスト上にあるすべての VM 
をオフにする必要があります。

• このプロセスによって、VSM が使用するすべての PNIC が vSwitch から Cisco Nexus 1000V DVS 
に移動します。

• 通信の中断を防ぐため、すべてのポート プロファイルはシステム VLAN を使用して作成します。

必要に応じて、移行後に変更できます。

注意 ホスト管理接続は、VMware カーネル 0、vSwitch インターフェイス 0 が移行され、ネイティブ 
VLAN がここで適切に指定されていない場合、中断されることがあります。

• GUI を使用して移行するためには、アプリケーションの第 1 弾として作成した DVS により、VSM 
ホストがあるのと同じデータセンターとの SVS 接続が作成される必要があります。

GUI を使用した VSM 仮想マシンの設定 
この手順に従って、VSM を次のように設定できます。

• 次のポート グループに対するポート プロファイルを作成します。

– コントロール 

– 管理 

– パケット 

• アップリンク ポート プロファイルを作成します。

• VMware カーネル NIC に対するポート プロファイルを作成します。

• システム ログインおよび設定と、コントロールおよびパケット トラフィックに使用する VLAN を
作成します。

（注） コントロール、パケット、管理には同じ VLAN を使用し、この VLAN 上にデータ トラ

フィックは流さないことを推奨します。柔軟性を高めるため、個別の VLAN を設定できます。

• SSH をイネーブルにし、SSH 接続を設定します。

• Cisco Nexus 1000V プラグインを作成し、vCenter Server に登録します。

• 各 VMware ポート グループまたはカーネル NIC を適切なポート プロファイルに移行します。

• 各 PNIC を VMware vSwitch から DVS 上の適切なアップリンクに移行します。

• Distributed Virtual Switch（DVS; 分散仮想スイッチ）にホストを追加します。

• VSM の電源を切ってから、再起動します。
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始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• 次の Cisco Nexus 1000V ドメイン情報を用意している必要があります。

– コントロール VLAN ID

– パケット VLAN ID

– ドメイン ID

手順の詳細

ステップ 1 ブラウザのアドレス フィールドに VSM の IP アドレスを入力します。

Cisco Nexus 1000V のホームページが表示されます。

ステップ 2 [Launch Application] をクリックします。

セキュリティ画面が開き、このアプリケーションを実行するかどうかについてメッセージが表示されま

す。

ステップ 3 [Run] をクリックします。

VSM クレデンシャルの入力画面が開きます。

GUI には、左側のパネルに設定手順全体のリストが表示され、右側のパネルに設定の進行状況が表示

されます。
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ステップ 4 管理者用パスワードを入力してから [Next] をクリックします。

vCenter クレデンシャルの入力画面が開きます。

ステップ 5 次の vCenter クレデンシャルを入力します。

• vCenter IP アドレス

• セキュア HTTP ポート

デフォルトでポート 443 が設定されていますが、必要に応じて変更できます。

• vCenter ユーザ ID（管理者レベルの権限を持つ vCenter ユーザの場合） 

• vCenter パスワード（管理者レベルの権限を持つ vCenter ユーザの場合） 

ステップ 6 [Next] をクリックします。

VSM ホストの画面が開きます。
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ステップ 7 VSM のホストを選択し、[Next] をクリックします。

VSM VM および ポート グループの画面が開きます。

ステップ 8 選択リストから使用する VSM を選択します。

ステップ 9 次のいずれかの手順を実行します。

• デフォルトの設定を使用するには、[Default] をクリックし、[Next] をクリックし、ステップ 11 に
移動します。

これにより、コントロール、管理、およびパケット ポートのプロファイルに使用するための 1 つ
の VLAN（管理 VLAN）が設定されます。ステップ 11 に移動します。
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• [Advanced] をクリックして各ポート プロファイルに対する個別の VLAN を設定し、次の手順に進

みます。

ステップ 10 選択リストからポート グループを選択し、VLAN ID を入力し、[Next] をクリックします。

ステップ 11 VSM の設定オプション画面で、使用する VSM を次のように追加し、[Next] をクリックします。

• スイッチ名

• 管理ユーザ名およびパスワード

• 管理 IP アドレス、サブネット マスク、およびゲートウェイ IP アドレス

VSM VM は、管理対象の ESX 4.0 ホストと同じ IP サブネット上で実行される必要があります。

• ドメイン ID

• データセンター名

• vSwitch ネイティブ VLAN

注意 ホスト管理接続は、VMware カーネル 0、vSwitch インターフェイス 0 が移行され、ネイティブ VLAN が
ここで適切に指定されていない場合に中断されることがあります。

• Telnet をイネーブルにするかどうか
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ステップ 12 VSM の要約画面の設定を確認します。

ステップ 13 次のいずれかの手順を実行します。

• 修正をするには、[Prev] をクリックして前の画面に戻り、修正を加えます。

• 正確に設定されている場合は、次の手順に進みます。

ステップ 14 [Next] をクリックします。

設定が VSM に適用されます。
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要約画面が開き、VSM 上の設定が完了した進捗状況が表示されます。

完了した VSM 設定が表示され、ホストとネットワークを新しい DVS に移行するように求められます。
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ステップ 15 次のいずれかの手順を実行します。

• ホストが自動的に新しい DVS に移行されるようにするには [Yes] をクリックし、次の手順に進み

ます。

• ホストを DVS に移行せずに続行するには [No] をクリックし、[Next] をクリックしてステップ 20 
に移動します。

ステップ 16 [Next] をクリックします。

要約画面が開き、予定されている移行の詳細が表示されます。

ステップ 17 [Finish] をクリックします。

移行が開始され、進行状況が表示されます。
3-9
Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

OL-21653-01-J



 

 第 3 章      GUI を使用したソフトウェアの設定

GUI を使用した VSM 仮想マシンの設定
ステップ 18 [Finish] をクリックします。

設定の要約が表示されます。

ステップ 19 ステップ 21 に移動します。
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ステップ 20 [Finish] をクリックします。

設定の要約が表示されます。

ステップ 21 Cisco Nexus 1000V ソフトウェアの設定が完了しました。

「GUI ソフトウェアの設定プロセス」（P.3-1）に戻ります。

VSM HA ロールの設定 
この手順に従って、VSM のロールがすでに使用中になっていれば、次のいずれかのロールに変更でき

ます。

• スタンドアロン

• プライマリ

• セカンダリ 

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• スタンドアロン VSM をプライマリまたはセカンダリ VSM に変更する場合は、最初にその VSM 
をペアの他の VSM から次の手順で切り離します。

– VSM VM 管理ポートとコントロール ポートを、スイッチから切断します。

– アップストリーム スイッチでコントロールおよび管理 VLAN を停止します。

これで、変更中に 2 つの VSM 間の相互作用を禁止します。スタンバイで再接続するには、

vSphere Client から VM の電源を切ってください。

• EXEC モードで CLI にログインします。

• HA 冗長ステートはアクティブおよびスタンバイです。
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• スタンドアロンからプライマリ VSM への変更は、すぐに有効になります。

手順の要約

1. show system redundancy status

2. system redundancy role {standalone | primary | secondary}

3. show system redundancy status

4. copy running-config startup-config

手順の詳細 

コマンド 目的

ステップ 1 show system redundancy status

例:
switch# show system redundancy status
Redundancy role
---------------
      administrative:   standalone
         operational:   standalone

Redundancy mode
---------------
      administrative:   HA
         operational:   None

This supervisor (sup-1)
-----------------------
    Redundancy state:   Active
    Supervisor state:   Active
      Internal state:   Active with no standby                  

Other supervisor (sup-2)
------------------------
    Redundancy state:   Not present
switch# 

現在の VSM の冗長ステートを表示します。

ステップ 2 system redundancy role [standalone | primary | 
secondary] 

例:
n1000v# system redundancy role primary
n1000v#

VSM の HA ロールを指定します。
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ステップ 3 show system redundancy status

例:
show system redundancy status
Redundancy role
---------------
      administrative:   primary
         operational:   primary

Redundancy mode
---------------
      administrative:   HA
         operational:   None

This supervisor (sup-1)
-----------------------
    Redundancy state:   Active
    Supervisor state:   Active
      Internal state:   Active with no standby                  

Other supervisor (sup-2)
------------------------
    Redundancy state:   Not present
switch# 

（任意）現在の VSM の冗長ステートを表示

します。

ステップ 4 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config)# copy running-config 
startup-config

実行コンフィギュレーションをスタート

アップ コンフィギュレーションにコピーし、

リブートや再起動後も維持されるように永

続的に保存します。

コマンド 目的
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C H A P T E R 4

CLI を使用したソフトウェアの設定 

この章では、CLI を ESX 4.0 または ESXi 4.0 VMware サーバにインストールした後で、CLI を使用し

て Cisco Nexus 1000V ソフトウェアを設定する方法について説明します。

（注） Cisco Nexus 1000V ソフトウェアを ESX 4.0 または ESXi 4.0 VMware サーバにインストールする方法

については、『Cisco Nexus 1000V Software Installation Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してくだ

さい。

CLI ソフトウェアの設定プロセス
ここでは、このプロセスをガイドします。各手順の完了後に、この項に戻り、必要な手順がすべて正し

い順に完了したことを確認してください。

ステップ 1 「CLI を使用した VSM 仮想マシンの設定」（P.4-2）の手順を使用して、VSM 仮想マシンを設定します。

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• レイヤ 3 コントロールを設定している場合は、『Cisco Nexus 1000V System Management 
Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』の「Domain Configuration」を参照してから、次の手

順に進みます。

• レイヤ 3 コントロールを設定していない場合は、次の手順に進みます。

ステップ 3 「VSM 接続の確認」（P.4-6）の手順に従って VSM 接続を確認します。

ステップ 4 Cisco Nexus 1000V ライセンスを追加します。

（注） ソフトウェアでは、16 CPU ソケットに 60 日間のライセンスが提供されます。永久ライセンス

が VSM にインストールされていない場合だけ、これらのライセンスが使用されます。このソ

フトウェアをインストールすると、60 日間の評価期間が開始します。

ライセンスを購入した場合は、『Cisco Nexus 1000V License Configuration Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

ステップ 5 「vCenter Server 上での Cisco Nexus 1000V プラグインの作成」（P.4-7）の手順に従って Cisco Nexus 
1000V プラグインを作成します。

ステップ 6 「vCenter Server への接続」（P.4-8）の手順に従って vCenter Server に接続します。

ステップ 7 「VLAN の作成」（P.2-6）の手順に従って必要な VLAN を作成します。

ステップ 8 次の手順に従って、使用するポート プロファイルを作成します。
4-1
0V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)



 

 第 4 章      CLI を使用したソフトウェアの設定

CLI ソフトウェアの設定プロセス
• 「VSM と VEM 間の通信用のシステム ポート プロファイル設定」（P.4-11）の手順

• 「VM トラフィックのアップリンク ポート プロファイル設定」（P.4-15）の手順

• 「VM トラフィックのデータ ポート プロファイル設定」（P.4-18）の手順

ステップ 9 「ESX 4.0 ホストの DVS への追加」（P.4-21）の手順に従ってホストを DVS に追加します。

ステップ 10 このプロセスが完了しました。「ソフトウェアの設定プロセス」（P.2-6）に戻ります。

CLI を使用した VSM 仮想マシンの設定 
次の手順に従って、CLI を使用して VSM 管理アクセスの設定と保存を行うことができます。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• 次の Cisco Nexus 1000V ドメイン情報を用意している必要があります。

– コントロール VLAN ID

– パケット VLAN ID

– ドメイン ID

• コントロール、パケット、管理には同じ VLAN を使用し、この VLAN 上にデータ トラフィック

は流さないことを推奨します。柔軟性を高めるため、個別の VLAN を使用できます。

手順の詳細

ステップ 1 仮想マシン（VM）の電源を入れ、[Install Cisco Nexus 1000V and bring up the new image] を選択しま

す。

次の画面が表示されます。
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（注） VM の電源投入が完了するまで、最大 5 分かかることがあります。

ステップ 2 プロンプトが表示されたら、管理者用のパスワードを入力して確認します。

例：

---- System Admin Account Setup ----
Enter the password for "admin": 
Confirm the password for "admin": 

ステップ 3 プロンプトが表示されたら、ドメイン ID を入力します。

例：

Enter the domain id<1-4095>: 152

ステップ 4 プロンプトが表示されたら、ハイ アベイラビリティ（HA）ロールを入力します。

ロールを指定しない場合は、スタンドアロン ロールがデフォルトで割り当てられます。

例：standalone または primary

Enter HA role[standalone/primary/secondary]: primary

[#########################################] 100%

         ---- Basic System Configuration Dialog ----

This setup utility will guide you through the basic configuration of
the system. Setup configures only enough connectivity for management
of the system.

*Note: setup is mainly used for configuring the system initially,
when no configuration is present. So setup always assumes system
defaults and not the current system configuration values.

Press Enter at anytime to skip a dialog. Use ctrl-c at anytime
to skip the remaining dialogs.

Would you like to enter the basic configuration dialog (yes/no): 
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例: Secondary
Enter HA role[standalone/primary/secondary]: secondary

  Setting HA role to secondary will cause a system reboot. Are you sure (yes/no) ? :

ステップ 5 次のいずれかの手順を実行します。

• プライマリおよびアクティブ VSM を設定する場合は、ステップ 8へ進みます。

• セカンダリおよびスタンバイ VSM を設定する場合は、次の手順に進みます。

ステップ 6 CD-ROM の ISO イメージからセカンダリ VSM をインストールする場合は、仮想 CD-ROM をここで

アンマウントし、VSM が CD から起動しないようにします。

VSM VM がハード ドライブより先に CD-ROM から起動するように設定している場合は、このステッ

プが必要です。

ステップ 7 セカンダリおよびスタンバイ VSM を設定しているときに、VSM の再起動が要求された場合は、yes 
と入力します。

セカンダリ VSM VM が再起動し、スタンバイ モードになります。

セカンダリ VSM のパスワードは、アクティブおよびプライマリ VSM のパスワードと同期化されます。

アクティブおよびプライマリ VSM の設定はここで自動的にスタンバイと同期化されます。

例：secondary

Setting HA role to secondary will cause a system reboot. Are you sure (yes/no) ? :y

[########################################] 100%

  HA mode set to secondary. Rebooting now...

セカンダリ VSM を設定する手順が完了しました。「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻

り、設定を続けます。

ステップ 8 基本設定ダイアログを開始するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、yes と入力します。

例：

Would you like to enter the basic configuration dialog (yes/no): yes

ステップ 9 別のログイン アカウントを作成するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、no と入力します。

例：

Create another login account (yes/no) [n]: no

ステップ 10 読み取り専用 Simple Network Management Protocol（SNMP; 簡易ネットワーク管理プロトコル）コ

ミュニティ ストリングを設定するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、no と入力します。

例：

Configure read-only SNMP community string (yes/no) [n]: no

ステップ 11 読み取りと書き込み用 SNMP コミュニティ ストリングを設定するかどうかを尋ねるプロンプトが表示

されたら、no と入力します。

例:
Configure read-write SNMP community string (yes/no) [n]: no
4-4
Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

OL-21653-01-J



 

 第 4 章      CLI を使用したソフトウェアの設定 
CLI ソフトウェアの設定プロセス
ステップ 12 スイッチ名を入力します。

例:
Enter the switch name: n1000v

ステップ 13 帯域外管理を設定するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、yes と入力して、mgmt0 IPv4 ア
ドレスとサブネット マスクを入力します。

例:
Continue with Out-of-band (mgmt0) management configuration? [yes/no] [y]: yes
Mgmt0 IPv4 address: 172.28.15.152
Mgmt0 IPv4 netmask: 255.255.255.0

ステップ 14 デフォルト ゲートウェイを設定するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、no と入力します。

例:
Configure the default-gateway: (yes/no) [y]: no 

ステップ 15 高度な IP オプションを設定するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、no と入力します。

例:
Configure Advanced IP options (yes/no)? [n]: no

ステップ 16 Telnet サービスをイネーブルにするかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、yes と入力します。

例:
Enable the telnet service? (yes/no) [y]: yes

ステップ 17 Secure Shell（SSH; セキュア シェル）サービスをイネーブルにするかどうかを尋ねるプロンプトが表

示されたら、yes と入力して、キーのタイプとキービット数を入力します。

詳細については、『Cisco Nexus 1000V Security Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照し

てください。

例:
Enable the ssh service? (yes/no) [y]: yes
Type of ssh key you would like to generate (dsa/rsa) : rsa
Number of  key bits <768-2048> : 1024

ステップ 18 Network Time Protocol（NTP; ネットワーク タイム プロトコル）サーバを設定するかどうかを尋ねる

プロンプトが表示されたら、no と入力します。

例:
Configure NTP server? (yes/no) [n]: no

ステップ 19 Virtual Ethernet Module（VEM）機能レベルを設定するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、

yes と入力して、0 または 1 を入力します。

例:
Configure vem feature level? (yes/no) [n]: yes
Current vem feature level is set to 4.0.(4)SV1(1) 
You can change the feature level to:
  1 4.0(4)SV1(2)
Enter an index from the list above <1-1> or 0 if you don't want to change:

ステップ 20 Cisco Nexus 1000V ドメイン パラメータを設定するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、yes 
と入力して、パラメータを入力します。

例:
Configure n1000v domain parameters (yes/no) [y]: yes
Enter control vlan <1-3967, 4048-4093>: 260
Enter packet vlan <1-3967, 4048-4093>: 260

The system now summarizes the complete configuration and asks if you want to edit it.
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例:
The following configuration will be applied:
 Switchname n1000v
interface Mgmt0
ip address 172.28.15.152 255.255.255.0
no shutdown
telnet server enable
 ssh key rsa 1024 force
 ssh server enable
svs-domain
 control vlan 260
 packet vlan 260
 domain id 152

ステップ 21 次のいずれかの手順を実行します。

• 設定を変更しない場合は、no と入力して、次の手順に進みます。

• 設定を変更する場合は、yes と入力して、ステップ 9 に戻り、各コマンドを再び実行します。

例:
Would you like to edit the configuration? (yes/no) [n]:no
 

ステップ 22 この設定を使用および保存するかどうかを尋ねるプロンプトが表示されたら、yes と入力します。

注意 ここで設定を保存しておかないと、次回のスイッチ起動時に設定が更新されません。新しい

設定を保存するには、yes と入力します。これによって、キックスタート イメージとシステ

ム イメージも自動的に設定されます。

例:
Use this configuration and save it? (yes/no) [y]: yes
[########################################] 100%

新しい設定が不揮発性メモリに保存されると、設定の実行コピーとスタートアップ コピーが一致します。

（注） EXEC モードで setup コマンドを使用して、ステップ 8 からステップ 22 で完了した設定を、

セットアップ ルーチンに従っていつでも更新できます。セットアップが開始されたら、Enter 
キーを押してコマンドをスキップします。Ctrl+C キーを押して残りのコマンドをスキップしま

す。

ステップ 23 この手順が完了しました。

「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻ります。

VSM 接続の確認 
次の手順に従って、アクティブ VSM への IP 接続を確認できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• EXEC モードでアクティブ VSM にログインしている必要があります。
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手順の詳細

ステップ 1 アクティブ VSM への IP 接続を確認します。

ping ip_address

例:
n1000v# ping 172.28.15.1 
PING 172.28.15.1 (172.28.15.1): 56 data bytes
Request 0 timed out
64 bytes from 172.28.15.1: icmp_seq=1 ttl=63 time=0.799 ms
64 bytes from 172.28.15.1: icmp_seq=2 ttl=63 time=0.597 ms
64 bytes from 172.28.15.1: icmp_seq=3 ttl=63 time=0.711 ms
64 bytes from 172.28.15.1: icmp_seq=4 ttl=63 time=0.67 ms
--- 172.28.15.1 ping statistics ---
5 packets transmitted, 4 packets received, 20.00% packet loss
round-trip min/avg/max = 0.597/0.694/0.799 ms

VSM への接続がここで確認され、SSH による安全な接続が使用できます。

ステップ 2 この手順が完了しました。

「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻ります。

vCenter Server 上での Cisco Nexus 1000V プラグインの作成 
次の注意事項と VMware マニュアルに従って、vCenter Server に Cisco Nexus 1000V プラグイン（拡

張機能）をインストールして登録します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• VSM ホームページ（アクティブ VSM の IP アドレスにブラウザをポイントします）から次のファ

イルのコピーをすでにダウンロードしている必要があります。

– cisco_nexus1000v_extension.xml

• 古いまたは破損したバージョンの cisco_nexus1000v_extension.xml ファイルを使用すると、エ

ラー メッセージが表示されることがあります。

（注） このファイルに使用されていないキャッシュ コピーのダウンロードを防ぐため、ブラウザ ウィ

ンドウを必ず最初に更新してください。

• アクティブ VSM の IP アドレスを知っている必要があります。

• 接続するすべての VSM 用のプラグインを vCenter Server に追加する必要があります。

デュアル スーパーバイザを使用している場合は、両方のスーパーバイザが同じプラグインを使用

します。

（注） すでに登録されているプラグインを登録しようとすると、「The specified parameter was not 
correct」というエラーが表示されます。『Cisco Nexus 1000V Troubleshooting Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。
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手順の詳細

ステップ 1 vSphere Client クライアントを開始します。

[local host - VMware Infrastructure Client] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 2 [Plug-Ins] メニューから [Manage Plug-Ins] を選択します。

[Plug-In Manager] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 3 ダイアログボックスのスペースを右クリックし、ポップアップ メニューから [New Plug-In] を選択しま

す。

[Register Plug-In] ダイアログボックスが開きます。

ステップ 4 [Browse] をクリックし、VSM ホームページからダウンロードした cisco_nexus1000v_extension.xml 
ファイルを選択します。

ステップ 5 [Register Plug-In] をクリックします。

（注） すでに登録されているプラグインを登録しようとすると、「The specified parameter was not 
correct」というエラーが表示されます。『Cisco Nexus 1000V Troubleshooting Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

ステップ 6 [Security Warning] ダイアログボックスで、[Ignore] をクリックし、証明書の使用を継続します。

ステップ 7 [Register Plug-in] ダイアログボックスで、[OK] をクリックします。

プラグインの作成と登録が行われます。

ステップ 8 拡張機能が [Plug-in Manager] ウィンドウに表示されていることを確認します。

ステップ 9 ウィンドウを閉じます。

ステップ 10 この手順が完了しました。

「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻ります。

vCenter Server への接続 
次の手順に従って、VSM と vCenter Server 間の接続を設定し、再起動やリブートを行ってもこの設定

が維持されるように永続メモリに保存できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• EXEC モードでスタンドアロンまたはアクティブ VSM にログインしている必要があります。

• Cisco Nexus 1000V の拡張機能は、vCenter Server のプラグインとしてすでに登録されている必要

があります。

• 大文字と小文字が区別されたデータセンター名を知っている必要があります。

• データセンターは vCenter Server 上にすでに存在している必要があります。

• vCenter Server の IP アドレスを知っている必要があります。
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手順の要約

1. config t

2. svs connection connection_name

3. vmware dvs datacenter-name dc_name

4. protocol vmware-vim

5. remote ip address ip_address

6. connect

7. show svs connections 

8. copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 説明

ステップ 1 config t

例:
n1000v# config t
n1000v(config)#

グローバル コンフィギュレーション モードを開始

します。

ステップ 2 svs connection name

例:
n1000v (config#) svs connection VC
n1000v(config-svs-conn#)

Cisco Nexus 1000V と vCenter Server 間の接続を追

加するための接続コンフィギュレーション モード

を開始します。名前を使用すると、複数の接続情報

を設定に保存できます。

ステップ 3 protocol vmware-vim [http] 

例:
n1000v(config-svs-conn#) protocol vmware-vim
n1000v(config-svs-conn#)

この接続が VIM プロトコルを使用することを指定

します。このコマンドはローカルに保存されます。

• http：VIM プロトコルが HTTP で実行される

ことを指定します。デフォルトでは、HTTP 
over SSL（HTTPS）を使用します。

ステップ 4 remote ip address ipaddress

例:
n1000v(config-svs-conn#) remote ip address 
172.28.15.150 
n1000v(config-svs-conn#)

この接続用の ESX サーバまたは vCenter Server の 
IP アドレスを指定します。このコマンドはローカ

ルに保存されます。

ステップ 5 vmware dvs datacenter-name name

例:
n1000v(config-svs-conn#) vmware dvs datacenter-name 
Hamilton-DC
n1000v(config-svs-conn#)

vCenter Server 内のデータセンター名を特定しま

す。Cisco Nexus 1000V は vCenter Server で分散仮

想スイッチ（DVS）として作成されます。このコ

マンドは接続の前後で使用できます。データセン

ター名はローカルに保存されます。
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ステップ 6 connect

例:
n1000v(config-svs-conn#) connect

接続を開始します。

（注） 初回の接続には最大 10 秒かかることがあり

ます。

この接続にユーザ名とパスワードが設定されていな

い場合は、ユーザ名とパスワードの入力を要求する

プロンプトが表示されます。

アクティブな接続は一度に 1 つだけ可能です。定義

済みの接続が有効な場合は、no connect コマンド

を使用して定義済みの接続を閉じるまでエラー 
メッセージが表示され、コマンドが拒否されます。

（注） 接続が開始しない場合は、『Cisco Nexus 
1000V Troubleshooting Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

ステップ 7 show svs connections [name]

例:
n1000v(config-svs-conn#) show svs connections vc
connection VC:
    hostname: 172.28.15.150
    protocol: vmware-vim https
    certificate: default
    datacenter name: HamiltonDC
    DVS uuid: 6d fd 37 50 37 45 05 64-b9 a4 90 4e 66 
eb 8c f5
    config status: Enabled
    operational status: Connected

n1000v(config-svs-conn#)

確認のため、Cisco Nexus 1000V への現在の接続を

表示します。

Cisco Nexus 1000V DVS は vCenter Server 上に作

成され、vSphere Client の [Inventory] > 
[Networking] に表示されます。

（注） vCenter Server への接続がなんらかの理由

でシャットダウンした場合、Cisco Nexus 
1000V は接続を自動的に復元しません。こ

の場合は、次のコマンド シーケンスを使用

して接続を手動で復元する必要があります。

no connect 
connect

ステップ 8 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config-svs-conn#) copy running-config 
startup-config
[########################################] 100%
n1000v(config-port-prof)# 

vCenter Server への接続が確立され、接続が実行コ

ンフィギュレーションからスタートアップ コン

フィギュレーションにコピーされます。この接続は

リブート、再起動後もスタートアップ コンフィ

ギュレーションに永続的に保存されます。

注意 この設定をスタートアップ コンフィギュ

レーションにコピーしない場合、VSM 
を再起動すると、この接続コンフィギュ

レーションは廃棄されます。

ステップ 9 この手順が完了しました。

「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻ります。

コマンド 説明
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VSM と VEM 間の通信用のシステム ポート プロファイル設定 
次の手順に従って、システム VLAN でアップリンク ポート プロファイルを定義し、VSM と VEM 間
の通信を確立できます。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• 「VLAN の作成」（P.2-6）の手順に従って、使用する VLAN を追加している必要があります。

• EXEC モードでスタンドアロンまたはアクティブ VSM にログインしている必要があります。

• セカンダリ VSM でシステム ポート プロファイルを設定する必要はありません。この設定がプラ

イマリ VSM で完了すると、設定は自動的にセカンダリ VSM と同期化されます。

• ファイルで使用したコマンドを保存したり、bootflash にコピーしたり、スクリプトとして実行し

たりできます。スクリプト使用の詳細については、「コマンド スクリプトの使用方法」（P.6-12）を

参照してください。

• この手順で定義されたシステム VLAN は、VSM と VEM 間の通信リンクを確立します。

• システム ポート プロファイルのトランク設定で定義された VLAN は、接続された物理スイッチ

ポートのトランク設定でも定義する必要があります。

• この手順で指定したポート プロファイル名はユーザが選択したものです。

• コントロール、パケット、管理には同じ VLAN を使用し、この VLAN 上にデータ トラフィック

は流さないことを推奨します。柔軟性を高めるため、個別の VLAN を使用できます。

• この例では、単一のシステム VLAN 260 がコントロールおよびパケット トラフィックの両方に使

用されます。個別の VLAN を使用できます。

• ポート モード（アクセス モードまたは トランク モード）、許可 VLAN、シャットダウン状態は、

システム VLAN よりも前に定義されます。

• 許可 VLAN のリストは、システム VLAN のリストのスーパーセット（またはシステム VLAN の
リストと同じ）である必要があります。

• システム VLAN とシステム ポート プロファイルの詳細については、次を参照してください。

– 「システム ポート プロファイルとシステム VLAN」（P.1-4）

– 『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』

注意 ポート プロファイルの設定が再起動またはリブート後も維持されるように、ポート プロファイルを 
Cisco Nexus 1000V スタートアップ コンフィギュレーションに保存する必要があります。そうしない

と、VSM を再起動すると、ポート グループは vCenter Server に継続して存在しますが、VSM には存

在しなくなります。

手順の要約

1. config t

2. port-profile [type {ethernet | vethernet}] name

3. description profiledescription

4. switchport mode trunk

5. switchport trunk allowed vlan vlan_IDs
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6. no shutdown

7. system vlan vlan_ID_list 

8. vmware port-group [portgroup_name]

9. state enabled

10. show port-profile [brief | expand-interface | usage] [name profile-name]

11. copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 説明

ステップ 1 config t

例:
n1000v# config t
n1000v(config)#

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 port-profile [type {ethernet | vethernet}] 
name

例:
n1000v(config)# port-profile type ethernet 
system-uplink
n1000v(config-port-prof)#

名前付きポート プロファイルのポート プロファイル コン

フィギュレーション モードを開始します。ポート プロファ

イルがない場合は、次の特性を使用して作成されます。

• name：ポート プロファイル名は、最大 80 文字で、

Cisco Nexus 1000V 上のポート プロファイルごとに一

意である必要があります。

• type：（任意）ポート プロファイル タイプはイーサネッ

トまたは vEthernet です。設定が完了すると、タイプは

変更できません。デフォルトは vEthernet タイプです。

ポート プロファイル タイプをイーサネットとして定義

すると、ポート プロファイルを物理（イーサネット）

ポートに使用できます。vCenter Server では、対応する

ポート グループを選択し、物理ポート（PNIC）に割り

当てることができます。

（注） ポート プロファイルを Ethernet タイプとして定義

した場合、ポート プロファイルを使用して 
VMware 仮想ポートを設定できません。

ステップ 3 description profiledescription 

例:
n1000v(config-port-prof)# description “System 
profile for critical ports”
n1000v(config-port-prof)#

ポート プロファイルに説明を追加します。この説明は自動

的に vCenter Server にプッシュされます。

profile description：最大 80 文字の ASCII 文字。

（注） 説明にスペースが含まれる場合は、説明の前後に引

用符を使用する必要があります。

ステップ 4 switchport mode trunk

例:
n1000v(config-port-prof)# switchport mode 
trunk
n1000v(config-port-prof)#

新しいポート プロファイルがトランク ポートとして使用さ

れることを指定します。
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ステップ 5 switchport trunk allowed vlan vlan_IDs

例:
n1000v(config-port-prof)# switchport trunk 
allowed vlan 260

新しいポート プロファイルのトランク ポートで許可された 
VLAN を指定します。

ステップ 6 no shutdown 

例:
n1000v(config-port-prof)# no shutdown
n1000v(config-port-prof)#

新しいポート プロファイルのすべてのポートを管理上のイ

ネーブル状態にします。

ステップ 7 system vlan vlan_ID_list 

例:
n1000v(config-port-prof)# system vlan 260
n1000v(config-port-prof)#

system vlan をこの新しいポート プロファイルに追加しま

す。system vlan は、VSM が VEM と通信を確立する前に、

物理ポートまたは vEthernet ポートの設定とアップに使用さ

れます。

（注） 個別のコントロールおよびパケット VLAN を定義

した場合、別のシステム VLAN を追加します。

ステップ 8 vmware port-group [portgroup_name] 

例:
n1000v(config-port-prof)# vmware port-group 
system-uplink
n1000v(config-port-prof)#

ポート プロファイルを同じ名前の VMware ポート グループ

として指定します。

ポート プロファイルは同じ名前の VMware ポート グループ

にマッピングされます。vCenter Server 接続が確立される

と、このポート グループは vCenter Server 上の仮想スイッ

チに分散されます。

ステップ 9 state enabled 

例:
n1000v(config-port-prof)# state enabled
n1000v(config-port-prof)# 

新しいシステム ポート プロファイルをイネーブルにします。

新しいシステム ポート プロファイルの設定は割り当てられ

たポートに適用されます。VMware ポート グループは 
vCenter Server 上の vSwitch で作成されます。

ここで、Distributed Virtual Port Group が vSphere Client の 
[Inventory] > [Networking] > [DataCenter] タブにある 
[VSM Name] の下に表示されます。

コマンド 説明
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CLI ソフトウェアの設定プロセス
設定例：クリティカルなポートのシステム プロファイル

config t
port-profile type ethernet system-uplink
description "System profile for critical ports"
switchport mode trunk
switchport trunk allowed vlan 260
no shutdown
system vlan 260
vmware port group system-uplink
state enabled

ステップ 10 show port-profile name profile-name

例:
n1000v(config-port-prof)# show port-profile 
name system-uplink
port-profile system-uplink
  description: "System profile for critical 
ports"
  type: ethernet
  status: enabled
  capability l3control: no
  pinning control-vlan: -
  pinning packet-vlan: -
  system vlans: 260
  port-group: system-uplink
  max ports: -
  inherit: 
  config attributes:
    switchport mode trunk
    switchport trunk allowed vlan 260
    no shutdown
  evaluated config attributes:
    switchport mode trunk
    switchport trunk allowed vlan 260
    no shutdown
  assigned interfaces:
n1000v(config-port-prof)#

（任意）システムアップリンク ポート プロファイル コン

フィギュレーションを表示します。

ステップ 11 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config-port-prof)# copy running-config 
startup-config
[########################################] 
100%
n1000v(config-port-prof)# 

実行コンフィギュレーションをスタートアップ コンフィ

ギュレーションにコピーし、リブートや再起動後も維持さ

れるように永続的に保存します。

注意 この設定をスタートアップ コンフィギュレー

ションにコピーしない場合、VSM を再起動する

と、このポート グループは vCenter Server に継

続して存在しますが、VSM には存在しなくなり

ます。

ステップ 12 この手順が完了しました。

「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻ります。

コマンド 説明
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CLI ソフトウェアの設定プロセス
VM トラフィックのアップリンク ポート プロファイル設定 
次の手順に従って、物理インターフェイスが VM トラフィックの伝送に使用するアップリンク ポート 
プロファイルを定義します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• 「VLAN の作成」（P.2-6）の手順に従って、使用する VLAN を追加している必要があります。

• EXEC モードでスタンドアロンまたはアクティブ VSM にログインしている必要があります。

• セカンダリ VSM でシステム ポート プロファイルを設定する必要はありません。この設定が完了

すると、プライマリ VSM は自動的にセカンダリ VSM と同期化されます。

• ファイルで使用したコマンドを保存したり、bootflash にコピーしたり、スクリプトとして実行し

たりできます。スクリプト使用の詳細については、『Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リ
リース 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

• この手順で指定したポート プロファイル名はユーザが選択したものです。

• システムアップリンク ポート プロファイルを使用してデータ トラフィックを伝送する場合は、

データ VLAN をシステムアップリンク ポート プロファイルに追加し、アップストリーム スイッチ

上で対応する変更を加えます。

• ポート プロファイルの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, 
Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順の要約

1. config t

2. port-profile [type {ethernet | vethernet}] name

3. description profiledescription

4. switchport mode access

5. switchport access vlan vlan_ID

6. vmware port-group [portgroup_name]

7. no shutdown

8. state enabled

9. show port-profile [brief | expand-interface | usage] [name profile-name]

10. copy running-config startup-config

手順の詳細

コマンド 説明

ステップ 1 config t

例:
n1000v# config t
n1000v(config)#

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。
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CLI ソフトウェアの設定プロセス
ステップ 2 port-profile type ethernet name

例:
n1000v(config)# port-profile type ethernet 
vm-uplink
n1000v(config-port-prof)#

指定したポート プロファイルのポート プロファイル コン

フィギュレーション モードを開始します。

• type：イーサネット タイプまたは vEthernet タイプと

してポート プロファイルを定義します。設定が完了す

ると、この設定は変更できません。デフォルトは 
vEthernet タイプです。

ポート プロファイルを vEthernet タイプとして定義す

ると、ポートがアップリンク ポートとして使用できま

す。vCenter Server では、対応するポート グループを

選択し、物理ポート（PNIC）に割り当てることができ

ます。

（注） ポート プロファイルを Ethernet タイプとして定義

した場合、ポート プロファイルを使用して 
VMware 仮想ポートを設定できません。

• name：ポート プロファイル名は、最大 80 文字で、

Cisco Nexus 1000V 上のポート プロファイルごとに一

意である必要があります。

ステップ 3 description profiledescription 

例:
n1000v(config-port-prof)# description “Uplink 
profile for VM Traffic”
n1000v(config-port-prof)#

ポート プロファイルに説明を追加します。この説明は自動

的に vCenter Server にプッシュされます。

profile description：最大 80 文字の ASCII 文字。

（注） 説明にスペースが含まれる場合は、説明の前後に引

用符を使用する必要があります。

ステップ 4 switchport mode access

例:
n1000v(config-port-prof)# switchport mode 
access
n1000v(config-port-prof)#

新しいポート プロファイルがアクセス ポートとして使用さ

れることを指定します。

ステップ 5 switchport access vlan vlan_ID 

例:
n1000v(config-port-prof)# switchport access 
vlan 260

新しいポート プロファイルのアクセス VLAN を指定します。

ステップ 6 no shutdown 

例:
n1000v(config-port-prof)# no shutdown
n1000v(config-port-prof)#

新しいポート プロファイルのすべてのポートを管理上のイ

ネーブル状態にします。

ステップ 7 vmware port-group [portgroup_name] 

例:
n1000v(config-port-prof)# vmware port-group 
vm-uplink
n1000v(config-port-prof)#

ポート プロファイルを同じ名前の VMware ポート グループ

として指定します。

ポート プロファイルは VMware ポート グループにマッピン

グされます。vCenter Server 接続が確立されると、この

ポート グループは vCenter Server 上の仮想スイッチに分散

されます。

コマンド 説明
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CLI ソフトウェアの設定プロセス
設定例：VM トラフィックのアップリンク プロファイル

config t
port-profile type ethernet vm-uplink
description "Uplink profile for VM traffic
switchport mode access

ステップ 8 state enabled 

例:
n1000v(config-port-prof)# state enabled
n1000v(config-port-prof)# 

VM トラフィックの新しいアップリンク ポート プロファイ

ルをイネーブルにします。

新しいアップリンク ポート プロファイルの設定は割り当て

られたポートに適用されます。VMware ポート グループは 
vCenter Server 上の vSwitch で作成されます。

ここで、Distributed Virtual Port Group が vSphere Client の 
[Inventory] > [Networking] > [DataCenter] タブにある 
[VSM Name] の下に表示されます。

ステップ 9 show port-profile name profile-name

例:
n1000v(config-port-prof)# show port-profile 
name vm-uplink
port-profile vm-uplink
  description: "Uplink profile for VM traffic
  type: ethernet
  status: enabled
  capability l3control: no
  pinning control-vlan: -
  pinning packet-vlan: -
  system vlans: none
  port-group: vm-uplink
  max ports: -
  inherit: 
  config attributes:
    switchport mode access
    switchport access vlan 260
    no shutdown
  evaluated config attributes:
    switchport mode access
    switchport access vlan 260
    no shutdown
  assigned interfaces:
n1000v(config-port-prof)# 

（任意）vm-uplink ポート プロファイル コンフィギュレー

ションを表示します。

ステップ 10 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config-port-prof)# copy running-config 
startup-config
[########################################] 
100%
n1000v(config-port-prof)# 

実行コンフィギュレーションをスタートアップ コンフィ

ギュレーションにコピーし、リブートや再起動後も維持さ

れるように永続的に保存します。

注意 この設定をスタートアップ コンフィギュレー

ションにコピーしない場合、VSM を再起動する

と、このポート グループは vCenter Server に継

続して存在しますが、VSM には存在しなくなり

ます。

ステップ 11 この手順が完了しました。

「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻ります。

コマンド 説明
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CLI ソフトウェアの設定プロセス
switchport access vlan 260
no shutdown
vmware port-group vm-uplink
state enabled

VM トラフィックのデータ ポート プロファイル設定 
次の手順に従って、データ ポート プロファイルを定義します。データ ポート プロファイルは、VM に
ネットワーク アダプタとして提供され、ゲスト VM とのトラフィック伝送を行います。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• 「VLAN の作成」（P.2-6）の手順に従って、使用する VLAN を追加している必要があります。

• コントロール、パケット、管理には同じ VLAN を使用し、この VLAN 上にデータ トラフィック

は流さないことを推奨します。柔軟性を高めるため、個別の VLAN を設定できます。

• EXEC モードでスタンドアロンまたはアクティブ VSM にログインしている必要があります。

• セカンダリ VSM でデータ ポート プロファイルを設定する必要はありません。この設定がプライ

マリ VSM で完了すると、設定は自動的にセカンダリ VSM と同期化されます。

• ファイルで使用したコマンドを保存したり、bootflash にコピーしたり、スクリプトとして実行し

たりできます。スクリプト使用の詳細については、『Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リ
リース 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

• この手順で指定したポート プロファイル名はユーザが選択したものです。

• ポート プロファイルの詳細については、『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, 
Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

手順の要約

1. config t

2. port-profile [type {ethernet | vethernet}] name

3. description profiledescription

4. switchport mode access

5. switchport access vlan vlan_ID

6. vmware port-group [portgroup_name]

7. no shutdown

8. state enabled

9. show port-profile [brief | expand-interface | usage] [name profile-name]

10. copy running-config startup-config
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CLI ソフトウェアの設定プロセス
手順の詳細

コマンド 説明

ステップ 1 config t

例:
n1000v# config t
n1000v(config)#

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 port-profile [type {ethernet | vethernet}] 
name

例:
n1000v(config)# port-profile type ethernet 
data20
n1000v(config-port-prof)#

名前付きポート プロファイルのポート プロファイル コン

フィギュレーション モードを開始します。ポート プロファ

イルがない場合は、次の特性を使用して作成されます。

• name：ポート プロファイル名は、最大 80 文字で、

Cisco Nexus 1000V 上のポート プロファイルごとに一

意である必要があります。

• type：（任意）ポート プロファイル タイプはイーサネッ

トまたは vEthernet です。設定が完了すると、タイプは

変更できません。デフォルトは vEthernet タイプです。

ポート プロファイル タイプをイーサネットとして定義

すると、ポート プロファイルを物理（イーサネット）

ポートに使用できます。vCenter Server では、対応する

ポート グループを選択し、物理ポート（PNIC）に割り

当てることができます。

（注） ポート プロファイルを Ethernet タイプとして定義

した場合、ポート プロファイルを使用して 
VMware 仮想ポートを設定できません。

ステップ 3 description profiledescription 

例:
n1000v(config-port-prof)# description “Data 
profile for VM Traffic”
n1000v(config-port-prof)#

ポート プロファイルに ASCII 文字で 80 文字までの説明を

追加します。この説明は自動的に vCenter Server にプッ

シュされます。

ステップ 4 switchport mode access

例:
n1000v(config-port-prof)# switchport mode 
access
n1000v(config-port-prof)#

新しいポート プロファイルがアクセス ポートとして使用さ

れることを指定します。

ステップ 5 switchport access vlan vlan_ID 

例:
n1000v(config-port-prof)# switchport access 
vlan 20

新しいポート プロファイルのアクセス VLAN を指定します。

ステップ 6 no shutdown 

例:
n1000v(config-port-prof)# no shutdown
n1000v(config-port-prof)#

新しいポート プロファイルのすべてのポートを管理上のイ

ネーブル状態にします。
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ステップ 7 vmware port-group [portgroup_name] 

例:
n1000v(config-port-prof)# vmware port-group 
data20
n1000v(config-port-prof)#

ポート プロファイルを VMware ポート グループとして指定

します。

ポート プロファイルは VMware ポート グループにマッピン

グされます。vCenter Server 接続が確立されると、この

ポート グループは vCenter Server 上の仮想スイッチに分散

されます。

ステップ 8 state enabled 

例:
n1000v(config-port-prof)# state enabled
n1000v(config-port-prof)# 

VM トラフィックの新しいデータ ポート プロファイルをイ

ネーブルにします。

新しいデータ ポート プロファイルの設定は割り当てられた

ポートに適用されます。VMware ポート グループは 
vCenter Server 上の vSwitch で作成されます。

ここで、Distributed Virtual Port Group が vSphere Client の 
[Inventory] > [Networking] > [DataCenter] タブにある 
[VSM Name] の下に表示されます。

ステップ 9 show port-profile name profile-name

例:
n1000v(config-port-prof)# show port-profile 
name data260
port-profile data20
  description: "Data profile for VM traffic"
  type: ethernet
  status: enabled
  capability l3control: no
  pinning control-vlan: -
  pinning packet-vlan: -
  system vlans: none
  port-group: data20
  max ports: -
  inherit: 
  config attributes:
    switchport mode access
    switchport access vlan 20
    no shutdown
  evaluated config attributes:
    switchport mode access
    switchport access vlan 20
    no shutdown
  assigned interfaces:
n1000v(config-port-prof)# 

（任意）VM トラフィックの物理 NIC にバインドされるポー

ト プロファイル コンフィギュレーションを表示します。

ステップ 10 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config-port-prof)# copy running-config 
startup-config
[########################################] 
100%
n1000v(config-port-prof)# 

実行コンフィギュレーションをスタートアップ コンフィ

ギュレーションにコピーし、リブートや再起動後も維持さ

れるように永続的に保存します。

注意 この設定をスタートアップ コンフィギュレー

ションにコピーしない場合、VSM を再起動する

と、このポート グループは vCenter Server に継

続して存在しますが、VSM には存在しなくなり

ます。

ステップ 11 この手順が完了しました。

「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻ります。

コマンド 説明
4-20
Cisco Nexus 1000V スタートアップ ガイド リリース 4.0(4)SV1(3)

OL-21653-01-J



 

 第 4 章      CLI を使用したソフトウェアの設定 
CLI ソフトウェアの設定プロセス
設定例：VM トラフィックのデータ プロファイル

config t
port-profile type ethernet data20
description "Data profile for VM traffic"
switchport mode access
switchport access vlan 20
no shutdown
vmware port-group data20
state enabled

ESX 4.0 ホストの DVS への追加 
次の手順と VMware マニュアルに従って、ホストを DVS に追加します。

（注） VMware Update Manager（VUM）を使用している場合、この手順では、ホストがスイッチに追加され

ると、Cisco Nexus 1000V ソフトウェアが自動的に VEM にインストールされます。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• アップストリーム スイッチ上の対応するインターフェイスがすでに設定されていて、システム

アップリンク ポート プロファイルで設定したのと同じ VLAN を許可する必要があります。

• この手順の例では、トラフィック フローは次のように設定されます。

（注） システムアップリンク プロファイルを使用してデータ トラフィックを伝送する場合に、システムアッ

プリンク プロファイルがすでに定義されているときは、vm-uplink プロファイルを別の vmnic に割り

当てる必要はありません。

• VUM を使用していない場合、『Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Module Software Installation 
Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』に従って、VEM ソフトウェアをホストにすでにインストールして

いる必要があります。

• VUM を使用している場合、この手順では、VUM がトリガーされ、Cisco Nexus 1000V VEM パッ

ケージがインストールされます。

• VUM を使用している場合、VMware マニュアルに従って、VUM をロードし、vCenter Server 上
にパッチのデータベースをすでに作成している必要があります。

トラフィック VMNIC
コントロール VLAN システムアップリンク VMNIC
パケット VLAN システムアップリンク VMNIC
VM データ VM-uplink ポート グループ
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CLI ソフトウェアの設定プロセス
注意 VEM ソフトウェアの自動インストールは、VUM でプロキシ サーバがイネーブルになっていると、

失敗することがあります。これは VMware の制限によるものです。回避するには、ソフトウェアの

インストール中にプロキシをディセーブルにします。

• VMware Enterprise Plus ライセンスは、ホストを DVS に追加する前に、ホストにインストールさ

れている必要があります。そうでない場合は、ホストが [Add Host to Distributed Virtual Switch] 
ダイアログボックスに表示されず、ホストを追加することができません。

• VSM は vCenter Server にすでに接続されている必要があります。

• 複数のアップリンクを DVS に追加し、これらのアップリンクを使用してポート チャネルを作成す

るには、『Cisco Nexus 1000V Interface Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してく

ださい。

手順の詳細

ステップ 1 vSphere Client で、[Inventory] > [Networking] をクリックします。

作成した次のものが表示されます。

– 設定したスイッチ名を持つ DVS

– 作成したポート プロファイル 

ステップ 2 次のいずれかの手順を実行します。

• DVS とポート プロファイルが表示される場合は、次の手順に進みます。

• そうでない場合は、『Cisco Nexus 1000V Troubleshooting Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照し

てください。

ステップ 3 スイッチ名を右クリックし、[Add Host] を選択します。

[Add Host to Distributed Virtual Switch] ウィザードが開きます。

（注） [Add Host to Distributed Virtual Switch] ダイアログボックスが空の場合は、ホストが VMware 
ESX 4.0 サーバ用の Enterprise Plus ライセンスを持っていることを確認します。
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（注） VUM を使用している場合、VUM によって、Cisco Nexus 1000V ソフトウェアがここで DVS 
にロードされます。

ステップ 4 次のいずれかの手順を実行します。

• システムアップリンク プロファイルを使用してデータ トラフィックを伝送する場合に、システム

アップリンク プロファイルがすでに定義されているときは、vm-uplink プロファイルを別の vmnic 
に割り当てる必要はありません。

• そうでない場合は、VMware vSwitch に接続されていない次の vmnic（たとえば、vmnic1）の

チェックボックスをクリックし、下向き矢印をクリックし、アップリンク ポート グループ 
[system-uplink] を選択します。

ステップ 5 VMware vSwitch に接続されていない次の vmnic（たとえば、vmnic2）を選択します。

vmnic はアップリンク ポート グループ [vm-uplink] にリンクされている必要があります。
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CLI ソフトウェアの設定プロセス
（注） 複数のアップリンクを DVS に追加し、これらのアップリンクを使用してポート チャネルを作

成するには、『Cisco Nexus 1000V Port Profile Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を

参照してください。

ステップ 6 [Next] をクリックします。

ステップ 7 ポート グループの割り当てを確認し、[Finish] をクリックします。

ステップ 8 次のいずれかの手順を実行します。

• ホストが DVS に正常に追加されている場合は、次の手順に進みます。

• 操作に失敗する場合は、『Cisco Nexus 1000V Troubleshooting Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参

照してください。

ステップ 9 この手順が完了しました。

「CLI ソフトウェアの設定プロセス」（P.4-1）に戻ります。
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VSM および VEM の同じホスト上での実行

ここでは、VSM と VEM を同じホスト上で実行する方法を説明します。

この章の内容は、次のとおりです。

• 「VSM および VEM の同じホスト上での実行に関する情報」（P.5-1）

• 「注意事項および制約事項」（P.5-2）

• 「VSM およびその VEM の同じホスト上での設定」（P.5-3）

VSM および VEM の同じホスト上での実行に関する情報
VSM と VEM は、同じホスト上で実行できます。この場合、VSM は、その VSM の独自のスイッチを

使用するネットワーク上で、共存する VEM およびその他の VEM と通信します。

次に、VSM をその VSM の独自のホスト上で実行できるネットワークの例を示します。

• VSM VM の電源が誤ってオフになる、または再構成されないことをサーバ管理者が保証できる環

境。

• セットアップのテストとデモを行う。

VEM との通信が失われる可能性を回避するには、個別に管理されているサーバ上に VSM をインス

トールすることを推奨します。

次に、VSM を VEM とは別のホスト上で実行することが推奨されるネットワークの例を示します。

• VSM のための仮想マシンが使用可能で変更されないことをサーバ管理者が保証できない環境

• VSM のためのサーバ リソース（CPU、メモリ、ネットワーク帯域幅）が保証できない環境

• ネットワーク サービスを実行するための独自の ESX サーバ ホストをネットワーク管理者が保持す

る環境

• サーバ管理者が関与せずに、ネットワーク管理者が VSM を迅速に作成、破棄、および移動する必

要がある環境

図 5-1 に、同じホスト上で実行されている VSM および VEM を示します。
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注意事項および制約事項
図 5-1 VSM および VEM の同じホスト上での実行

注意事項および制約事項
同じサーバ ホスト上で VSM および VEM を実行する場合、次の注意事項および制約事項があります。

• VSM 用の仮想 NIC を独自の VEM のいずれかと接続する場合、ネットワーク管理者とサーバ管理

者のどちらが実施する操作も、VSM の通信を可能にする、次の設定を含む設定に干渉しないこと

を確認する必要があります。

– 管理ポートはシステム ポート プロファイルを使用する必要があります。

– コントロール ポートはシステム ポート プロファイルを使用する必要があります。

– パケット ポートはシステム ポート プロファイルを使用することを推奨します。

– 新しい VSM を独自の VEM を使用してサーバ上で始動するには、2 つ以上の物理ポートが必

要です。

• VSM の仮想ディスクに iSCSI または NFS を介してアクセスする場合、アクティブ VSM またはス

タンバイ VSM を実行する可能性がある各ホスト上のストレージ vmknic では、システム プロファ

イルを使用する必要があります。

• VSM をネットワークから切断しないため、サーバ管理者は次の点に注意する必要があります。

– ホスト サーバを停止しないでください。

– ホスト サーバ仮想 NIC を削除する、またはそのポート グループを変更しないでください。

– ホスト サーバ仮想 NIC が必要とする VLAN で使用されている物理ポートを削除しないでくだ

さい。

 VC VSM

VLAN VLAN

VLAN VLAN

VLAN
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VSM およびその VEM の同じホスト上での設定
• VSM 用の重要な管理ポートとコントロール ポートがシステム ポート プロファイルを使用する必

要があるため、これらのネットワークは、物理ポート上で適切な VLAN をサポートする任意のホ

スト上で使用できるようになります。そのため、プライマリ VSM またはスタンバイ VSM のいず

れかの VMotion は、これらのホスト上でサポートされます。

• VSM は、VSM が実行されている VEM を設定するために VSM 自体に依存するため、VC および

そのサーバ ホストへの接続に、通常の vSwitch を使用して最初に始動される必要があります。こ

れは、VSM の最初の始動時だけに必要な一時的な状態です。

VSM およびその VEM の同じホスト上での設定
この手順に従って、VSM とその VEM を同じ物理サーバ ホスト上で設定します。

始める前に

VSM とその VEM を単一の ESX サーバ上で設定する前に、次のことを確認または実行する必要があり

ます。

• 「ソフトウェアのセットアップ」（P.2-1）に従って、次のように Cisco Nexus 1000V ソフトウェア

を ESX サーバにすでにインストールおよび設定している必要があります。

– 次の vSwitch と一緒に ESX サーバ上に VSM をインストールします。

- 管理

- パケット トラフィック

- コントロール トラフィック

– コントロール VLAN、管理 VLAN、およびパケット VLAN のための vSwitch 上で物理ポート

を設定します。

– システム、アップリンク、およびデータ ポート プロファイルを設定します。

– vCenter と接続します。

• ESX サーバ ホストには、2 つ以上の物理ポートがあります。

• スタンバイ VSM は、作成時に直接 Cisco Nexus 1000V に追加でき、次の手順は必要ありません。

• すでに同じホスト上の vSwitch 環境で実行されている VSM は、この手順に従って VEM ソリュー

ションに移行することもできます。この手順を逆に実行することで、必要に応じて VSM を VEM 
から vSwitch に移動できます。

ステップ 1 VSM がインストールされている ESX サーバ ホスト上で VEM ソフトウェアを追加します。VMware 
のマニュアルと『Cisco Nexus 1000V Virtual Ethernet Module Software Installation Guide, Release 
4.0(4)SV1(3)』に従ってください。

ステップ 2 VSM 管理ポートを Cisco Nexus 1000V 上の対応するポート グループに割り当てます。

これで、VSM 管理トラフィックは、Cisco Nexus 1000V を使用するようになります。

ステップ 3 ESX サーバ ホスト管理ポートを Cisco Nexus 1000V 上の対応するポート グループに割り当てます。

これで、vCenter はサーバ ホストへの通信に Cisco Nexus 1000V を使用するようになります。

ステップ 4 VSM コントロール ポートを Cisco Nexus 1000V 上の対応するポート グループに割り当てます。

これで、VSM と VEM コントロール トラフィック（およびネットワーク上のその他の VEM のコント

ロール トラフィック）は、Cisco Nexus 1000V を使用するようになります。

ステップ 5 VSM パケット ポートを Cisco Nexus 1000V 上の対応するポート グループに割り当てます。
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VSM およびその VEM の同じホスト上での設定
CDP、LACP、および IGMP などのプロトコルは、Cisco Nexus 1000V を使用して通信するようになり

ます。

ステップ 6 vSwitch を削除します。

これで、Cisco Nexus 1000V の以前の物理ポートが再利用されます。

同じサーバ ホスト上で実行されている VSM およびその VEM の設定を完了しました。
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CLI の概要

この章では、CLI について説明します。内容は次のとおりです。

• 「CLI プロンプトの概要」（P.6-1）

• 「コマンド モード」（P.6-2）

• 「特殊文字」（P.6-7）

• 「キーストローク ショートカット」（P.6-7）

• 「コマンドの省略」（P.6-9）

• 「コマンドの No 形式の使用方法」（P.6-9）

• 「CLI 変数の使用方法」（P.6-10）

• 「コマンド スクリプトの使用方法」（P.6-12）

• 「ヘルプの使用方法」（P.6-14）

CLI プロンプトの概要 
システムに正常にアクセスすると、コンソール ポートのターミナル ウィンドウまたはリモート ワーク

ステーションに、次のような CLI プロンプトが表示されます。

switch# 

このスイッチ プロンプトは別の名前に変更することも、そのままにしておくこともできます。

例: 
switch# config t
switch(config)# switchname n1000v
n1000v(config)# exit
n1000v#

CLI プロンプトから、次の方法を実行できます。

• 機能を設定するための CLI コマンドを使用する

• コマンド履歴にアクセスする

• コマンド解析機能を使用する
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コマンド モード
コマンド モード 
ここでは、次の内容について説明します。

• 「コマンド モードについて」（P.6-2）

• 「EXEC コマンド モード」（P.6-3）

• 「グローバル コンフィギュレーション コマンド モード」（P.6-3）

• 「インターフェイス コンフィギュレーション コマンド モードへのアクセス」（P.6-3）

• 「コンフィギュレーション モードの終了」（P.6-4）

• 「コマンド モードの概要」（P.6-5）

コマンド モードについて

Cisco Nexus 1000V CLI は、いくつかのコマンド モードに分けられます。ユーザが実行できるアク

ションは、コマンド モードによって定義されます。コマンド モードは「ネスト」されており、順番に

アクセスされます。初めてログインしたときは CLI EXEC モードで開始されます。

EXEC モードからグローバル コンフィギュレーション モードにナビゲートしていくと、使用できるコ

マンド数が増えます。グローバル コンフィギュレーション モードに移るには、次のコマンドを入力し

ます。

configt

次の表は、コマンド アクセスがユーザ EXEC モードからグローバル コンフィギュレーション モードへ

どのように形成されるかを示します。

EXEC コマンド モードのすべてのコマンドは、グローバル コンフィギュレーション コマンド モードか

らアクセスできます。たとえば、show コマンドは、どのコマンド モードからも使用できます。

コマンド モード プロンプト 説明 
EXEC n1000v# • リモート デバイスに接続します。

• 端末回線の設定を一時的に変更します。

• 基本テストを実行します。

• システム情報を一覧します（show コマンド）。

グローバル コンフィ

ギュレーション

n1000v(config)# • 次のような機能を設定します。

– ポート プロファイル

– VLAN

– インターフェイス

• EXEC コマンドへのアクセスを含めます。

– リモート デバイスに接続します。

– 端末回線の設定を一時的に変更します。

– 基本テストを実行します。

– システム情報を一覧します（show コマンド）。
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EXEC コマンド モード 
初めてログインしたときは EXEC モードで開始されます。EXEC モードで使用可能なコマンドには、

デバイスの状態および構成情報を表示する show コマンド、clear コマンド、ユーザがデバイス設定に

保存していない処理が実行されるその他のコマンドなどがあります。

グローバル コンフィギュレーション コマンド モード

グローバル コンフィギュレーション モードでは、最も広範囲のコマンドにアクセスできます。たとえ

ば、デバイスによって保存された設定を変更し、保存して、デバイスの再起動時に適用する場合に使用

するコマンドなども含まれます。

グローバル コンフィギュレーション モードでコマンドを入力すると、実行中のコンフィギュレーショ

ン ファイルがすぐに更新されます。ただし、次のコマンドを使用して、スタートアップ コンフィギュ

レーション ファイルにコマンドを保存する必要もあります。

copy running-config startup-config 

グローバル コンフィギュレーション モードでは、多くのプロトコル固有、プラットフォーム固有、お

よび機能固有コンフィギュレーション モードにアクセスできます。

インターフェイス コンフィギュレーション コマンド モードへのアクセス 
インターフェイス コンフィギュレーション コマンドにアクセスして一覧表示するには、次の手順を実

行します。

インターフェイス コマンドおよびコンフィギュレーションの詳細は、『Cisco Nexus 1000V Interface 
Configuration Guide, Release 4.0(4)SV1(3)』を参照してください。

コマンド 目的

ステップ 1 configure terminal

例:
n1000v# configure terminal
n1000v(config)#

グローバル コンフィギュレーション モードを開始します。

ステップ 2 interface type number

例:
n1000v(config)# interface 
ethernet 3/2
n1000v(config-if)# 

設定するインターフェイスのインターフェイス コンフィギュレー

ション モードを開始します。
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コマンド モード
コンフィギュレーション モードの終了 
コンフィギュレーション モードを終了するには、次のいずれかのコマンドを使用します。

コマンド 目的

exit

例:
svs(config-if)# exit
svs(config)# 

現在のコンフィギュレーション コマンド モードを終了して、以前のコン

フィギュレーション コマンド モードに戻ります。

end

例:
svs(config)# end
svs# 

コンフィギュレーション コマンド モードを終了して、EXEC モードに

戻ります。

Ctrl-z

例:
svs(config)# ^z
svs# 

現在のコンフィギュレーション コマンド モードを終了して、EXEC 
モードに戻ります。

注意 有効なコマンドを入力してから、コマンドラインの最後で 
Ctrl+Z を使用すると、CLI によってそのコマンドが実行コン

フィギュレーション ファイルに追加されます。コンフィギュ

レーション モードを終了する場合は、exit または end コマン

ドを使用することを推奨します。
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コマンド モードの概要 
表 6-1 は、コマンド モードの概要を示します。

表 6-1 コマンド モードの概要 

モード アクセス方式 プロンプト 終了方式

EXEC ログイン プロンプトから、

ユーザ名とパスワードを

入力します。

n1000v# 終了してログイン プロンプトに

戻るには、exit コマンドを使用

します。

グローバル コンフィギュ

レーション

EXEC モードで、

configure terminal コマ

ンドを入力します。

n1000v(config)# 終了して EXEC モードに戻るに

は、end または exit コマンドを

使用するか、Ctrl+Z キーを押し

ます。

ポート プロファイル設定 グローバル コンフィギュ

レーション モードで、

port-profile name コマン

ドを入力します。

n1000v(config-port-prof)# 終了してポート プロファイル コ
ンフィギュレーション モードに

戻るには、exit コマンドを使用

します。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。

インターフェイス コン

フィギュレーション

グローバル コンフィギュ

レーション モードで、イ

ンターフェイス veth 2 な
どの特定のインターフェ

イスに対して interface コ
マンドを入力します。

n1000v(config-if)# 終了してインターフェイス コン

フィギュレーション モードに戻

るには、exit コマンドを使用し

ます。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。

VLAN コンフィギュレー

ション 
vlan コマンドを使用しま

す。

n1000v(config-vlan)# 終了して VLAN コンフィギュ

レーション モードに戻るには、

exit コマンドを使用します。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。

コンソール コンフィギュ

レーション

グローバル コンフィギュ

レーション モードで、

line console コマンドを使

用します。

n1000v(config-console) 終了してコンソール コンフィ

ギュレーション モードに戻るに

は、exit コマンドを使用します。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。

仮想端末回線コンフィ

ギュレーション

グローバル コンフィギュ

レーション モードで、

line vty コマンドを使用し

ます。

n1000v(config-line)# 終了して回線コンフィギュレー

ション モードに戻るには、exit 
コマンドを使用します。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。
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CLI 設定変更の保存
CLI 設定変更の保存
ここでは、CLI を使用して加えた変更の保存方法と、次の内容について説明します。

• 「実行コンフィギュレーション」（P.6-6）

• 「スタートアップ コンフィギュレーション」（P.6-7）

• 「実行コンフィギュレーションのスタートアップ コンフィギュレーションへのコピー」（P.6-7）

実行コンフィギュレーション

実行コンフィギュレーションは、デバイス上で現在実行中の設定です。実行コンフィギュレーションに

は、デバイスが最後に再起動してから、コマンドを入力して加えた設定変更が含まれます。デバイスが

再起動した場合、実行コンフィギュレーションは、スタートアップ コンフィギュレーションのコピー

に置き換えられます。実行コンフィギュレーションに加えられた変更は、スタートアップ コンフィ

ギュレーションにコピーされていないと、廃棄されます。

SVS ドメイン コンフィ

ギュレーション

グローバル コンフィギュ

レーション モードで、

svs-domain コマンドを使

用します。

n1000v(config-svs-domain)# 終了して SVS ドメイン コン

フィギュレーション モードに戻

るには、exit コマンドを使用し

ます。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。

ポリシー マップ QoS コン

フィギュレーション

グローバル コンフィギュ

レーション モードで、

policy-map コマンドを使

用します。

n1000v(config-pmap-qos)# 終了してポリシー マップ QoS 
コンフィギュレーション モード

に戻るには、exit コマンドを使

用します。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。

ポリシー マップ クラス 
QoS コンフィギュレー

ション

ポシシー マップ QoS コン

フィギュレーション モー

ドで、class コマンドを使

用します。

n1000v(config-pmap-c-qos)# 終了してポリシー マップ クラス 
QoS コンフィギュレーション 
モードに戻るには、exit コマン

ドを使用します。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。

クラス マップ QoS コン

フィギュレーション

グローバル コンフィギュ

レーション モードで、

class-map コマンドを使

用します。

n1000v(config-cmap-qos)# 終了してクラス マップ QoS コ
ンフィギュレーション モードに

戻るには、exit コマンドを使用

します。

終了して EXEC モードに戻るに

は、end コマンドを使用するか、

Ctrl+Z キーを押します。

表 6-1 コマンド モードの概要  （続き）

モード アクセス方式 プロンプト 終了方式
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特殊文字
スタートアップ コンフィギュレーション

スタートアップ コンフィギュレーションは、保存された設定であり、デバイスを再起動したときに、

デバイスによって使用されます。デバイスに設定変更を加えると、設定変更が自動的に実行コンフィ

ギュレーションに保存されます。設定変更を永続的に保存する場合は、設定変更をスタートアップ コ
ンフィギュレーションにコピーする必要があります。そうすると、デバイスをリブートまたは再起動し

たときに、設定変更が維持されます。

実行コンフィギュレーションのスタートアップ コンフィギュレーションへ
のコピー

次の手順に従って、実行コンフィギュレーションに加えた変更をスタートアップ コンフィギュレー

ションにコピーできます。そうすると、変更がリブート、再起動後も永続的に保存されます。

特殊文字
表 6-2 に、Cisco Nexus 1000V のテキスト ストリングで特別な意味を持つ文字を示します。正規表現

あるいはその他の特有なコンテキストでのみ使用します。

キーストローク ショートカット
表 6-3 に、EXEC モードおよびコンフィギュレーション モードの両方で使用されるコマンド キーの組

み合わせを示します。

コマンド 目的

ステップ 1 copy running-config startup-config

例:
n1000v(config)# copy running-config 
startup-config

（任意）実行コンフィギュレーションをスター

トアップ コンフィギュレーションにコピー

し、リブートや再起動後も維持されるように

永続的に保存します。

表 6-2 特殊文字 

文字 説明

| 縦線

< > より小さい、またはより大きい

表 6-3 キーストローク ショートカット

キー 説明

Ctrl+A カーソルを行の先頭に移動します。

Ctrl+B カーソルを 1 文字分だけ後退させます。

複数行にわたってコマンドを入力するときは、←キーまたは Ctrl+B キーを

繰り返し押してシステム プロンプトまでスクロール バックして、コマンド 
エントリの先頭まで移動できます。あるいは Ctrl+A キーを押してコマン

ド エントリの先頭に移動します。
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キーストローク ショートカット
Ctr+C コマンドを取り消して、コマンド プロンプトに戻ります。

Ctrl+D カーソル位置にある文字を削除します。

Ctrl+E カーソルを行の末尾に移動します。

Ctrl+F カーソルを 1 文字分だけ進めます。

Ctrl+G コマンド ストリングを削除せずに、コマンド モードを終了して以前のコマ

ンド モードに戻ります。

Ctrl+K カーソル位置からコマンドラインの末尾までのすべての文字を削除します。

Ctrl+L 現在のコマンドラインを再表示します。

Ctrl+R 現在のコマンドラインを再表示します。

Ctrl+T カーソルの左にある文字を、カーソル位置の文字と置き換えます。

Ctrl+U カーソル位置からコマンドラインの先頭までのすべての文字を削除します。

Ctrl+W カーソルの左にあるワードを削除します。

Ctrl+X、H 履歴を一覧表示します。

このキーの組み合わせを使用するときは、Ctrl キーと X キーを同時に押し

て放してから、H キーを押します。

Ctrl+Y バッファ内の最新のエントリを呼び出します（キーを同時に押します）。

Ctrl+Z コンフィギュレーション セッションを終了して、EXEC モードに戻ります。

有効なコマンドを入力してから、コマンドラインの最後で Ctrl+Z キーを使

用すると、コマンドの結果の設定がまず実行コンフィギュレーション ファ

イルに追加されます。

コマンド履歴の前のコマンドを表示します。

コマンド履歴の次のコマンドを表示します。

コマンド履歴内でカーソルを移動して、コマンド ストリングを見つけます。

? 使用可能なコマンドのリストを表示します。

Tab ワードの最初の文字を入力して Tab キーを押すと、ワードが補完されま

す。文字に一致するすべてのオプションが表示されます。

次の名前を補完する場合に使用します。

• コマンド名

• ファイル システム内のスキーム名

• ファイル システム内のサーバ名

• ファイル システム内のファイル名

例
n1000v(config)# xm<Tab> 
n1000v(config)# xml <Tab>
n1000v(config)# xml server

表 6-3 キーストローク ショートカット （続き）

キー 説明
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コマンドの省略
コマンドの省略
コマンドの最初の数文字を入力することで、コマンドおよびキーワードを省略できます。省略形には、

コマンドまたはキーワードを一意に識別でき得る文字数を含める必要があります。コマンド入力で問題

に遭遇した場合は、システム プロンプトを確認するとともに、疑問符（?）を入力して使用できるコマ

ンドのリストを表示してください。コマンド モードが間違っているか、間違った構文を使用している

可能性があります。

表 6-4 に、コマンド省略形の例を示します。

コマンドの No 形式の使用方法 
ほとんどすべてのコンフィギュレーション コマンドには no 形式があり、これを使用して機能や関数を

無効にできます。たとえば、VLAN を削除するには、no vlan コマンドを使用します。もう一度有効に

するには、vlan プレーン コマンド形式を使用します。『Cisco Nexus 1000V Command Reference, Release 
4.0(4)SV1(3)』では、コマンドの no 形式を使用できる場合とその動作について説明しています。

例
n1000v(config)# c<Tab>
callhome        class-map       clock           cts
cdp             cli             control-plane

n1000v(config)# cl<Tab>
class-map   cli         clock 
n1000v(config)# cla<Tab>
n1000v(config)# class-map 

例
n1000v# cd bootflash:<Tab>
bootflash:                bootflash://sup-1/        
bootflash://sup-remote/
bootflash:///             bootflash://sup-2/        
bootflash://sup-standby/
bootflash://module-5/     bootflash://sup-active/
bootflash://module-6/     bootflash://sup-local/

例
n1000v# cd bootflash://mo<Tab> 
bootflash://module-5/  bootflash://module-6/
n1000v# cd bootflash://module-

表 6-3 キーストローク ショートカット （続き）

キー 説明

表 6-4 コマンド省略形の例

コマンド 省略形

configure terminal conf t
copy running-config startup-config copy run start
interface ethernet 1/2 int e 1/2
show running-config sho run
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CLI 変数の使用方法
たとえば、グローバル コンフィギュレーション モードで boot コマンドを使用している場合は、no 
boot コマンドを使用して結果を元に戻すことができます。

n1000v(config)# boot system bootflash: svs1.bin
n1000v(config)# no boot system bootflash: svs1.bin

CLI 変数の使用方法
Cisco Nexus 1000V は、CLI コマンドでの変数の定義および使用をサポートします。CLI 変数は、次の

ようにして使用できます。

• コマンドラインで直接入力します。

• run-script コマンドを使用して開始された子スクリプトに渡します。親シェルで定義した変数は子 
run-script コマンド プロセスで使用できます（「スクリプトの実行」（P.6-12）を参照）。

• コマンドライン引数として run-script コマンドに渡します（「スクリプトの実行」（P.6-12）を参照）。

CLI 変数には、次の特性があります。

• 入れ子状態の参照を使用して、別の変数から変数を参照することはできません。

• スイッチのリロード後も存続します。

• 現在のセッションの間だけ存在できます。

Cisco Nexus 1000V ソフトウェアには、事前定義のシステム変数である TIMESTAMP 変数があります。

ユーザ定義の CLI セッション変数 
EXEC モードで cli var name コマンドを使用して、CLI セッション変数の存続期間を自分の CLI セッ

ション中に限るように定義できます。CLI セッション変数は周期的に実行するスクリプトに役立ちます。

次の例は、ユーザ定義の CLI セッション変数の作成方法を示します。

svs# cli var name testinterface ethernet 3/2

構文 $(variable) を使用して変数を参照できます。

次の例は、ユーザ定義の CLI セッション変数の参照方法を示します。

n1000v# show interface $(testinterface)
Ethernet3/2 is up
    Hardware is Ethernet, address is 0050.565a.2341 (bia 0050.565a.2341)
    MTU 1500 bytes, BW -332641784 Kbit, DLY 10 usec,
       reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
    Encapsulation ARPA
    Port mode is trunk
    full-duplex, 1000 Mb/s
    Beacon is turned off
    Auto-Negotiation is turned on
    Input flow-control is off, output flow-control is off
    Rx
    222045 Input Packets 24263 Unicast Packets
    89347 Multicast Packets 108435 Broadcast Packets
    22529316 Bytes
    Tx
    33710 Output Packets 31393 Unicast Packets
    1898 Multicast Packets 419 Broadcast Packets 461 Flood Packets
    5221175 Bytes
    91323 Input Packet Drops 0 Output Packet Drops
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CLI 変数の使用方法
n1000v# 

Use the show cli variables command to display user-defined CLI session variables.
The following example displays user-defined CLI session variables.
n1000v# show cli variables
VSH Variable List
-----------------
TIMESTAMP="2008-07-02-13.45.15"
testinterface="ethernet 3/1"
n1000v# 

ユーザ定義の CLI セッション変数を削除するには、cli no var name コマンドを使用します。

次の例は、ユーザ定義の CLI セッション変数を削除します。

n1000v# cli no var name testinterface

ユーザ定義の CLI 固定変数 
コンフィギュレーション モードで cli var name コマンドを使用して、CLI 変数が複数の CLI セッション

を通じて存続し、スイッチのリロード後も存続するように定義できます このような CLI 固定定数はコン

フィギュレーション モードで定義され、実行中のコンフィギュレーション ファイルに保存されます。

次の例は、ユーザ定義の CLI 固定変数の作成方法を示します。

n1000v# config t
n1000v(config)# cli var name mgmtport mgmt 0
n1000v(config)# exit
n1000v#

構文 $(variable) を使用して変数を参照できます。

次の例は、ユーザ定義の CLI 固定変数の参照方法を示します。

n1000v# show interface $(mgmtport)
mgmt0 is up
    Hardware is GigabitEthernet, address is 0000.0000.0000 (bia 0050.5681.5578)
    Internet Address is 10.78.1.63/24
    MTU 1500 bytes, BW 0 Kbit, DLY 0 usec,
       reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
    Encapsulation ARPA
    full-duplex, 1000 Mb/s
    Beacon is turned off
    Auto-Negotiation is turned on
    Input flow-control is off, output flow-control is off
    321949 packets input, 67199373 bytes
    0 multicast frames, 0 compressed
    0 input errors, 0 frame, 0 overrun, 0 fifo
    30178 packets output, 7071526 bytes
    0 underrun, 0 output errors, 0 collisions
    0 fifo, 0 carrier errors

n1000v# 

ユーザ定義の CLI 固定変数を表示するには、show cli variables コマンドを使用します。

次の例では、ユーザ定義の CLI 固定変数を表示します。

n1000v# show cli variables
VSH Variable List
-----------------
TIMESTAMP="2005-10-24-21.37.13"
mgmtport="mgmt 0"
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コマンド スクリプトの使用方法
ユーザ定義の CLI 固定変数を削除するには、コンフィギュレーション モードで no cli var name コマン

ドを使用します。

次の例では、ユーザ定義の CLI 固定変数を削除します。

n1000v# config t
n1000v(config)# cli no var name mgmtport

システム定義の変数 
Cisco Nexus 1000V は、TIMESTAMP という事前定義の変数をサポートします。この変数は 
YYYY-MM-DD-HH.MM.SS フォーマットのコマンドの実行時間を参照します。

（注） TIIMESTAMP 変数名は大文字と小文字を区別します。文字はすべて大文字です。

次の例では、show コマンド出力をファイルにリダイレクトするときに $(TIMESTAMP) を使用します。

例:
n1000v# show running-config > rcfg.$(TIMESTAMP)
n1000v# dir
       5718     Jul 02 14:09:58 2008  rcfg.2008-07-02-14.09.58

Usage for volatile://
       8192 bytes used
   20963328 bytes free
   20971520 bytes total
n1000v# 

コマンド スクリプトの使用方法
ここで説明する内容は、次のとおりです。

• 「スクリプトの実行」（P.6-12）

• 「スクリプトでの CLI 変数の使用」（P.6-13）

• 「コマンド処理の遅延」（P.6-14）

スクリプトの実行

run-script コマンドは、ファイルで指定されているコマンドを実行します。このコマンドを使用するに

は、必ずファイルを作成して、必要な順序でコマンドを指定してください。

（注） スイッチ プロンプトでは、スクリプト ファイルを作成できません。スクリプト ファイルを外部マシン

で作成し、bootflash: ディレクトリにコピーすることができます。ここでは、スクリプト ファイルが 
bootflash: ディレクトリにあると想定しています。

このコマンドの構文は run-script filename です。

この例では、bootflash 内にあるテストファイルで指定された CLI コマンドを表示します。
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コマンド スクリプトの使用方法
n1000v# show file bootflash:testfile
conf t
show interface mgmt 0

次のファイル出力は、テストファイル内の内容を実行する run-script コマンドに応じたものです。

pvk-s33# run-script bootflash:testfile
`conf t`
`show interface mgmt 0`
mgmt0 is up
Hardware: Ethernet, address: 0050.5682.4ace (bia 0050.5682.4ace)
Internet Address is 10.78.1.99/24
MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec,
reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
Encapsulation ARPA
full-duplex, 1000 Mb/s
Auto-Negotiation is turned on
25427 packets input, 2602757 bytes
0 multicast frames, 0 compressed
0 input errors, 0 frame, 0 overrun, 0 fifo
9077 packets output, 2433391 bytes
0 underrun, 0 output errors, 0 collisions
0 fifo, 0 carrier errors
...

スクリプトでの CLI 変数の使用 
cli var コマンドで定義された CLI 変数、または引数として run-script コマンドに渡された CLI 変数を

使用できます。cli var コマンドの詳細については、「CLI 変数の使用方法」（P.6-10）を参照してくださ

い。

次の例は、run-script コマンドで使用されるスクリプト ファイル内での CLI セッション変数の使用方

法を示します。

n1000v# cli var name testinterface e 3/1

n1000v# show file bootflash:test1.vsh
show interface $(testvar)

n1000v# run-script bootflash:test1.vsh
`show interface $(testvar)`
Ethernet3/1 is down (Administratively down)
  Hardware is 10/100/1000 Ethernet, address is 0000.0000.0000 (bia 0019.076c.4da
c)
  MTU 1500 bytes, BW 1000000 Kbit, DLY 10 usec,
     reliability 255/255, txload 1/255, rxload 1/255
  Encapsulation ARPA
  auto-duplex, auto-speed
  Beacon is turned off
  Auto-Negotiation is turned on
  Input flow-control is off, output flow-control is off
  Auto-mdix is turned on
  Switchport monitor is off
  Last clearing of "show interface" counters never
  5 minute input rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
  5 minute output rate 0 bytes/sec, 0 packets/sec
  L3 in Switched:
    ucast: 0 pkts, 0 bytes - mcast: 0 pkts, 0 bytes
  L3 out Switched:
    ucast: 0 pkts, 0 bytes - mcast: 0 pkts, 0 bytes
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ヘルプの使用方法
  Rx
    0 input packets 0 unicast packets 0 multicast packets
    0 broadcast packets 0 jumbo packets 0 storm suppression packets
    0 bytes
  Tx
    0 output packets 0 multicast packets
    0 broadcast packets 0 jumbo packets
    0 bytes
    0 input error 0 short frame 0 watchdog
    0 no buffer 0 runt 0 CRC 0 ecc
    0 overrun  0 underrun 0 ignored 0 bad etype drop
    0 bad proto drop 0 if down drop 0 input with dribble
    0 input discard
    0 output error 0 collision 0 deferred
    0 late collision 0 lost carrier 0 no carrier
    0 babble
    0 Rx pause 0 Tx pause 0 reset

次の例は、CLI セッション変数を引数として run-script コマンド プロセスに渡す方法を示します。

n1000v# show file bootflash:test1.vsh
show interface $(var1) $(var2)

n1000v# run bootflash:test2.vsh var1="e3/1" var2="brief"
`show interface $(var1) $(var2)`
--------------------------------------------------------------------------------
Ethernet      VLAN   Type Mode   Status  Reason                   Speed     Port
Interface                                                                   Ch #
--------------------------------------------------------------------------------
Eth2/45       --     eth  routed down    Administratively down      auto(D) --

コマンド処理の遅延 
sleep コマンドは、指定された秒数だけ処理を遅延させるもので、スクリプト内で特に役立ちます。

このコマンドの構文は sleep seconds です。

n1000v# sleep 30

スイッチ プロンプトは 30 秒後に返されます。

ヘルプの使用方法 
CLI には次のヘルプ機能があります。

次の例は、構文エラーの分離および状況依存ヘルプの使用方法を説明します。

機能 説明

? 疑問符（?）を入力すると、有効な入力オプションを一覧できます。

^ CLI はキャレット記号（^）を構文行の下に印刷して、コマンド ストリングのキーワード

または引数の入力エラーを示します。

↑を使用して、直前に入力したコマンドを CLI に表示し、エラーを修正することができ

ます。
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ヘルプの使用方法
コマンド 目的

ステップ 1 show interface virtual ?

例:
n1000v# show interface virtual ?
  <CR>    
  >       Redirect it to a file
  module  Limit display to interfaces on 
module
  vm      Show interfaces owned by a Virtual

Machine
  vmk     Show interfaces owned by the Virtual

Machine Kernel
  vswif   Show interfaces owned by the Virtual

Service Console
  |       Pipe command output to filter

n1000v# show interface virtual 

EXEC モードで、show interface virtual コマンドと一緒に

使用されるオプションのパラメータを表示します。

ステップ 2 show interface module ?

例:
n1000v# show interface module ?

^
% invalid command detected at '^' marker.
n1000v# 

無効なコマンド エラーのメッセージを表示して、構文エ

ラーをポイント（^）します。

ステップ 3 Ctrl+P キーまたは↑キー

例:
n1000v# <Ctrl-P>
n1000v# show interface virtual ?

直前に入力したコマンドを表示して、エラーを修正できます。

ステップ 4 show interface virtual module ?

例:
n1000v# show interface virtual module ?
  <1-256>  Enter module number

n1000v# show interface virtual module 

仮想インターフェイス モジュールを表示するための構文を

表示します。

ステップ 5 show interface virtual module 3

例:
n1000v# show interface virtual module 3

---------------------------------------------
Port Adapter Owner Mod Host
---------------------------------------------
n1000v# 

仮想インターフェイス モジュール 3 を表示します。
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ヘルプの使用方法
例 6-1 ヘルプの使用方法 

n1000v# show interface virtual ?
  <CR>
  >             Redirect it to a file
  module        Limit display to interfaces on module
  port-mapping  Show hypervisor port mapping
  vm            Show interfaces owned by a Virtual Machine
  vmk           Show interfaces owned by the Virtual Machine Kernel
  vswif         Show interfaces owned by the Virtual Service Console
  |             Pipe command output to filter
n1000v# show interface module ?
                              ^
% invalid command detected at '^' marker.
n1000v# <Ctrl-P>
n1000v# show interface virtual ?
n1000v# show interface virtual module ?
  <1-256>  Enter module number

n1000v# show interface virtual module ?
  <1-256>  Enter module number

n1000v# show interface virtual module 3

--------------------------------------------------------------------------------
Port        Adapter        Owner                    Mod Host
--------------------------------------------------------------------------------
n1000v# show module ?
  <CR>      
  <1-32>    Enter module number
  >         Redirect it to a file
  internal  Show line card manager related info
  uptime    Show how long the module has been up and running
  |         Pipe command output to filter

n1000v# show module
show module
Mod  Ports  Module-Type                      Model              Status

ステップ 6 show module ?

例:
n1000v# show module ?
  <CR>
  <1-66>    Enter module number
  >         Redirect it to a file
  internal  Show line card manager related 
info
  uptime    Show how long the module has been 
up and running
  vem       Show Virtual Ethernet Module 
information
  |         Pipe command output to filter

show module コマンドのオプションのパラメータを表示し

ます。

ステップ 7 show module

例:
 例 6-1（P.6-16）

モジュール情報を表示します。

コマンド 目的
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---  -----  -------------------------------- ------------------ ------------
1    0      Virtual Supervisor Module        Nexus1000V         ha-standby
2    0      Virtual Supervisor Module        Nexus1000V         active *
3    248    Virtual Ethernet Module          NA                 ok
4    248    Virtual Ethernet Module          NA                 ok

Mod  Sw               Hw
---  ---------------  ------
1    4.0(4)SV1(0.33)  0.0
2    4.0(4)SV1(0.33)  0.0
3    4.0(4)SV1(0.33)  0.4
4    4.0(4)SV1(0.33)  0.4

Mod  MAC-Address(es)                         Serial-Num
---  --------------------------------------  ----------
1    00-19-07-6c-5a-a8 to 00-19-07-6c-62-a8  NA
2    00-19-07-6c-5a-a8 to 00-19-07-6c-62-a8  NA
3    02-00-0c-00-03-00 to 02-00-0c-00-03-80  NA
4    02-00-0c-00-04-00 to 02-00-0c-00-04-80  NA

Mod  Server-IP        Server-UUID                           Server-Name
---  ---------------  ------------------------------------  --------------------
1    10.78.1.99       NA                                    NA
2    10.78.1.99       NA                                    NA
3    10.78.1.92       8aca99de-16b7-300b-b572-730ea83c3de7  10.78.1.92
4    10.78.1.93       44454c4c-4800-104e-804d-b7c04f563153  10.78.1.93

* this terminal session
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ヘルプの使用方法
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ターミナルの設定

この章では、ターミナルの設定について説明します。内容は次のとおりです。

• 「ターミナルの概要」（P.7-1）

• 「コンソール ターミナルの画面長の設定」（P.7-2）

• 「コンソール ターミナルの画面幅の設定」（P.7-2）

• 「ターミナル設定の表示」（P.7-3）

• 「コンソール接続のタイムアウトの設定」（P.7-3）

• 「SSH および Telnet 接続のタイムアウトの設定」（P.7-4）

• 「スイッチへの回線接続のクリア」（P.7-5）

• 「現在のセッションのタイムアウトの設定」（P.7-5）

ターミナルの概要
ターミナル タイプ、ディスプレイ、タイムアウト、およびその他の設定をコンソール ターミナルに設

定できます。

ターミナル タイプの定義
ここで説明する手順に従って、スイッチで使用するターミナルのタイプを定義します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI を使用して、ターミナル セッションにログインしている必要があります。
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コンソール ターミナルの画面長の設定
手順の詳細

コンソール ターミナルの画面長の設定
次の手順に従って、現在のコンソール セッション中に画面に表示する行数を設定します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• この手順が適用されるのはコンソール ポートだけです。Telnet および SSH セッションでは、ター

ミナル長は自動的に設定されます。

• EXEC モードで CLI を使用して、ターミナル セッションにログインしている必要があります。

手順の詳細

コンソール ターミナルの画面幅の設定
次の手順に従って、現在のコンソール セッション中に画面の 1 行に表示する文字数を設定します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• この手順が適用されるのはコンソール ポートだけです。Telnet および SSH セッションでは、ター

ミナル幅は自動的に設定されます。

• EXEC モードで CLI を使用して、ターミナル セッションにログインしている必要があります。

コマンド 目的

ステップ 1 terminal terminal-type type

例:
n1000v# terminal terminal-type vt100
n1000v#

スイッチのターミナル タイプを設定します。

• 有効なタイプ = vt100、xterm など

• デフォルト = vt100

• 最大文字数 = 80 文字

Telnet または SSH セッションに不明なターミナル 
タイプが使用されている場合、スイッチはデフォル

トの vt100 を使用します。

コマンド 目的

ステップ 1 terminal length number of lines

例:
n1000v# terminal length 20
n1000v#

現在のコンソール セッションで画面に表示する行

数を設定します。

• 範囲 = 0 ～ 511 行

• デフォルト = 24 行

• 無効 = 0（続けてスクロール）
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ターミナル設定の表示
手順の詳細

ターミナル設定の表示
次の手順に従って、現在のセッションのターミナル設定を表示します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• 任意のコマンド モードで CLI を使用して、ターミナル セッションにログインしている必要があり

ます。

手順の詳細

コンソール接続のタイムアウトの設定
次の手順に従って、非アクティブなコンソール セッションを開いたままにしておく時間を分単位で指

定します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI を使用して、ターミナル セッションにログインしている必要があります。

コマンド 目的

ステップ 1 terminal width number of characters

例:
n1000v# terminal width 86
n1000v#

現在のコンソール セッションで各行に表示する文

字数を設定します。

• 範囲 = 24 ～ 511 文字

• デフォルト = 88 文字

コマンド 目的

ステップ 1 show terminal 

例:
n1000v# show terminal 
TTY: /dev/pts/8 type: “vt100”
Length: 24 lines, Width: 88 columns
Session Timeout: None
n1000v#

現在のセッションのターミナル設定を表示します。
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SSH および Telnet 接続のタイムアウトの設定
手順の詳細

SSH および Telnet 接続のタイムアウトの設定
次の手順に従って、非アクティブな SSH または Telnet セッションを開いたままにしておく時間を分単

位で指定します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI を使用して、ターミナル セッションにログインしている必要があります。

手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例:
n1000v # config t
n1000v(config)#

CLI グローバル コンフィギュレーション モードを

開始します。

ステップ 2 line console

例:
n1000v(config)# line console
n1000v(config-console)#

コンソール コンフィギュレーション モードを開始

します。

ステップ 3 exec-timeout minutes

例:
n1000v(config-console)# exec-timeout 60
n1000v(config-console)#

非アクティブなコンソール セッションを開いたま

まにしておく時間を分単位で設定します。セッショ

ンの非アクティブな状態が、ここに指定した時間を

超えた場合、セッションは自動的に終了されます。

• 範囲 = 0 ～ 525、600 分

• デフォルト = 30 分

• 無効（タイムアウトなし） = 0 分

タイムアウトをゼロに設定した場合、コンソール接

続はユーザが閉じるまで切断されません。

コマンド 目的

ステップ 1 config t

例:
n1000v # config t
n1000v(config)#

CLI グローバル コンフィギュレーション モードを

開始します。
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スイッチへの回線接続のクリア
スイッチへの回線接続のクリア
次の手順に従って、スイッチへの特定の回線接続を終了します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI を使用して、ターミナル セッションにログインしている必要があります。

手順の詳細

現在のセッションのタイムアウトの設定
次の手順に従って、スイッチが現在のターミナル セッションをシャットダウンするまでに、セッショ

ンを開いておく最長時間を分単位で設定します。

始める前に

この手順を開始する前に、次の事柄を理解または実行しておく必要があります。

• EXEC モードで CLI を使用して、ターミナル セッションにログインしている必要があります。

ステップ 2 line vty

例:
n1000v(config)# line vty
n1000v(config-line)#

仮想端末回線コンフィギュレーション モードを開

始します。

ステップ 3 exec-timeout minutes

例:
n1000v(config-line)# exec-timeout 60
n1000v(config-line)#

非アクティブな Telnet または SSH セッションを開

いたままにしておく時間を分単位で設定します。

セッションの非アクティブな状態が、ここに指定し

た時間を超えた場合、セッションは自動的に終了さ

れます。

• 範囲 = 0 ～ 525、600 分

• デフォルト = 30 分

• 無効（タイムアウトなし） = 0 分

タイムアウトをゼロに設定した場合、回線接続は

ユーザが閉じるまで切断されません。

コマンド 目的

コマンド 目的

ステップ 1 clear line aux

例:
n1000v# clear line aux
n1000v #

回線接続を終了します。
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現在のセッションのタイムアウトの設定
手順の詳細

コマンド 目的

ステップ 1 terminal session minutes 

例:
n1000v# terminal session 600
n1000v#

スイッチが現在のターミナル セッションをシャッ

トダウンするまでに、セッションを開いたままにし

ておく時間を分単位で設定します。

• 範囲 = 0 ～ 525、600 分

• 無効（タイムアウトなし） = 0 分

この変更の適用対象は現在のセッションに限られる

ため、変更はコンフィギュレーション ファイルに

保存されません。
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設定の制限

ここでは、Cisco Nexus 1000V 設定の制限を一覧に示します。

コンポーネント サポートされる制限

最大モジュール数 66

Virtual Ethernet（VEM） 64

Virtual Supervisor（VSM） 2

ホスト 64

VEM 全体でのアクティブな VLAN 512

VEM 内の VLAN 全体での MAC 1024
（1K）

ポート プロファイル単位の vEthernet 
インターフェイス

1024
（1K）

PVLAN 512

DVS 単位 ホスト単位

Virtual Service Domains（VSD） 64 6

VSD インターフェイス 2048 214

vEthernet インターフェイス 2K 216

ポート プロファイル 256 —

システム ポート プロファイル — 16

ポート チャネル 256 8

物理トランク 512 —

物理 NIC — 32

vEthernet トランク 256 8
ACL 128 161

ACL 単位の ACE 128 161

ACL インターフェイス 2048 256

NetFlow ポリシー 32 8

NetFlow インターフェイス 256 32

SPAN/ERSPAN セッション 64 4

QoS ポリシー マップ 128 16

QoS クラス マップ 1024 128
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QoS インターフェイス 2048 256

ポート セキュリティ 1600 216

マルチキャスト グループ 512 64

1. VEM に使用可能なメモリがある場合は、この数値を超過できます。

コンポーネント サポートされる制限
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用語リスト 

次の用語は Cisco Nexus 1000V の実装で使用されるものです。

表 9-1 Cisco Nexus 1000V の用語 

用語 説明

コントロール VLAN VSM と VEM 間での通信用の 2 つの VLAN のうちの 1 つです。コントロール 
VLAN は、コントロール メッセージの交換で使用されます。ネットワーク管理者が

コントロール VLAN を設定します。パケット VLAN を参照してください。

Distributed Resource Scheduler
（DRS; 分散リソース スケジューラ）

クラスタに定義されたリソース（ホスト、共有ストレージ、ネットワーク プレゼン

ス、およびリソース プール）全体にワークロードを分散させます。

Distributed Virtual Switch（DVS; 分
散仮想スイッチ）

1 つ以上の VMware ESX 4.0 サーバをつなぐ論理スイッチです。1 つの VSM インス

タンスでコントロールされます。

ESX/ESXi 一連のコンフィギュレーション ファイルとディスク ファイルで仮想マシンを作成す

る場合に使用する仮想化プラットフォームです。これらの一連のファイルが連動し

て、実際のマシンのすべての機能を実行します。

ESX/ESXi ホストごとに管理用の VI Client があります。ESX/ESXi ホストが 
vCenter Server に登録されている場合は、vCenter Server の機能を備えた VI Client 
が使用可能になります。

Managed Object Browser（MOB） VirtualCenter Server システムおよび ESX Server システム上の管理対象オブジェク

トをブラウズできるツールです。

Network Interface Card（NIC） ネットワーク インターフェイス カードです。

PNIC：物理ネットワーク インターフェイス カード

vNIC： 
Open Virtual Appliance/Application

（OVA）ファイル

次のファイルを含むパッケージは、仮想マシンの説明に使用され、.TAR 形式のパッ

ケージングにより 1 つのアーカイブに保存されます。

• 記述子ファイル（.OVF）

• Manifest（.MF）および証明書ファイル（任意）

Open Virtual Machine Format
（OVF）

プラットフォームに依存しない、仮想マシンのパッケージングおよび分散方法です。

パケット VLAN VSM と VEM 間での通信用の 2 つの VLAN のうちの 1 つです。パケット VLAN は、

CDP などの関連データ パケットを VEM から VSM に転送します。ネットワーク管

理者がパケット VLAN を設定します。コントロール VLAN を参照してください。
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第 9 章      用語リスト
ポート プロファイル インターフェイス コンフィギュレーション コマンドの集まりであり、物理インター

フェイスまたは仮想インターフェイスのどちらにも動的に適用できます。ポート プ
ロファイルでは、VLAN ID、Private VLAN（PVLAN; プライベート VLAN）、

Access Control List（ACL; アクセス コントロール リスト）、およびポート セキュリ

ティなどの属性の集まりを定義できます。ポート プロファイルは、仮想マシンのた

めの管理レイヤと統合でき、仮想マシン管理者が仮想マシンの作成時にプロファイ

ルから選ぶことができます。仮想マシンの電源が投入または切断されるとき、vEth 
インターフェイスを設定するために対応するプロファイルが動的に使用されます。

vCenter Server ネットワークに接続された VMware ESX/ESXi ホストの中央管理者として機能する

サービスです。仮想マシンおよび仮想マシンのホスト（ESX/ESXi ホスト）上で実

行されるアクションの指示は、vCenter Server から出されます。

Virtual Ethernet Interface（vEth） 物理ネットワーク アクセス ポートに仮想的に相当します。vEth は、ハイパーバイザ

管理レイヤでの仮想マシンのプロビジョニング動作の結果として、スイッチに保存

されたネットワーク ポリシーに基づいて動的にプロビジョニングされます。

Virtual Ethernet Module（VEM） Cisco Nexus 1000V の一部で、データ トラフィックの切り替えを実際に行います。

VMware ESX 4.0 ホスト上で実行されます。1 つの VSM で最大 64 個の VEM をコ

ントロールできます。1 つのスイッチ ドメインを形成するすべての VEM は、

VMware vCenter Server での定義に従って、同じ仮想データ センター内に配置する

必要があります。

このソフトウェアで各ハイパーバイザ内の vSwitch が置き換わります。これにより、

直接接続された仮想マシン間の切り替えが実行され、アップリンク機能がネット

ワークの他の部分に提供されます。

仮想マシン（VM） ゲスト オペレーティング システムと関連アプリケーション ソフトウェアを実行する

ことのできる、仮想化された x86 PC 環境です。複数の仮想マシンを 1 つのホスト シ
ステム上で同時に実行することができます。

VMotion サーバ間で実時間の仮想マシン移行を実現します。

Virtual NIC（vNIC; 仮想 NIC） 仮想マシンを vSwitch に論理的に接続し、仮想マシンがそのインターフェイスを介

してトラフィックを送受信できるようにします。同じ vSwitch に接続されている 2 
つの vNIC が互いに通信する必要がある場合、vSwitch は、トラフィックを物理ネッ

トワークに送信する必要なく、レイヤ 2 スイッチング機能を直接実行します。

Virtual Supervisor Module（VSM） Cisco Nexus 1000V 分散仮想スイッチのコントロール ソフトウェアです。仮想マシ

ン（VM）上で稼動し、Cisco NX-OS をベースとします。

VMware Infrastructure Bundle
（VIB）

VMware ESX 4.0 リリースで使用するパケット形式です。

VMware Update Manager（VUM） Cisco Nexus 1000V ソフトウェアのインストールと VEM のアップグレードを管理す

るソフトウェア アプリケーションです。

（注） VUM はオプションです。ソフトウェアは、VUM を使用せずに手動でイン

ストールすることもできます。

vSphere Client あらゆる Windows PC から、ユーザが vCenter Server または ESX/ESXi にリモート

接続するためのユーザ インターフェイスです。仮想マシン、および仮想マシンのリ

ソースとホストの作成、管理、モニタを行うためのプライマリ インターフェイスで

す。このインターフェイスを介して、コンソールから仮想マシンにアクセスするこ

ともできます。

表 9-1 Cisco Nexus 1000V の用語  （続き）

用語 説明
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